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毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
お
役
に
立
ち

ま
す
。
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七
人
の
将
棋
ク
ラ
ブ
員
は
、
週
に
一
度
、
じ
つ
く
り
腰
を据

え
、
心
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
静
の
世
界
で勝
負
を
展開
し
ま
す
。
 

ク
ラ
ブ
の
中
の
五
目
並
べ
（
連
珠
）
は
、縦
、
横
、
斜
め
、
 

石
を
五
ツ
、
先
に
並
べ
た
方
が
勝
ち
な
の
です
が
ー
。
 

「あ
、
、
今
日
は
、ど
う
し
て
負
け
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ー
い
 

（
七ツ
館
小
学
校
）
 

広報

毎
は
す
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

き

っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
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に
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く
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、
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を
研
ぎ
澄
ま
し
、
静
の
世
界
で
勝
負
を
展
開
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ま
す
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ク
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並
べ
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は
、
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斜
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石
を
五
ツ
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並
べ
た
方
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勝
ち
な
の
で
す
が
|
。

「あ
ミ
今
日
は
、
ど
う
し
て
負
け
ち
ゃ
っ
た
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ヂ
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前月比

男 23 ， 58 I (+ 1) 
女 26 ，209 (+7) 
計 49 ，790 I (+8) 
世機数 16.508 (+7) 
(5 Jl31 R現在住民基本台帳)
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

犯
罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
地
域
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、犯
罪
の
無
い
、
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

全
国
的
に
少
年
の
 

犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
 

昨
年
一
年
間
で
、
刑
法
犯
と

し
て
検
挙
さ
れ
た
少
年
は
、
十

七
万
七
千
九
十
七
人
。
刑
法
犯

全
検
挙
人
員
の
半
数
以
上
が
一
一

十
歳
未
満
の
少
年
な
の
で
す
。
 

十
四
歳
、
十
六
歳
と
、
年
齢

の
低
い
少
年
ゃ
、
両
親
が
揃
っ

て
い
て
、
経
済
的
に
も
不
自
由

の
無
い
家
庭
の
少
年
が
多
い
の

も
、
最
近
の
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

第紀回、’社会を明るくする運動” 

競
畿
欝
 

昨
年
度
の
 

県
内
少
年
非
行
の
状
況
 

万引き 
1, 145人 

(48.8%) 
自転車盗 
132人 
(5.6% 

の
犯
 

施
法
 

そ
刑
 659人 

(28.1%) 

占有離税
物横領 
213人 
(9 1%) 

立
ち
直
り
は
 

周
囲
の
愛
情
と

理
解
か
ら
 

「五
所
川
原
市
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
実
施
委
員
会
」
で

は
、
次
の
日
程
で
、「社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
市
民
災
パ」
と
 

「街
頭
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま

す
。
 

私
達
の
、
心
遺
い
ゃ
気
配
り

が
、
非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ
た

少
年
や
罪
を
犯
し
た
人
達
の
立

ち
直
る
た
め
の
力
に
な
れ
ば
、
 

と
思
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
七月
十
日
（
金
）
 

午
前
十
時
 

▽
場
所
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
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〇
過
去
最
高
を
記
録
 

全
刑
法
犯
（
成
人
を
含
む
）
 

に
占
め
る
少
年
の
割
合
は
六
十

八
・
四
七
パ

ー
セ
ン
ト
、過
去
、
 

最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
万
引
が
五
割
 

刑
法
犯
の
中
の
窃
盗
は
、
全

体
の
八
十
六
・
八
パー
セ
ン
ト
、
 

そ
の
う
ち
、
少
年
の
万
引
き
は

四
十
八
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

〇
約
半
数
が中
学
生
 

学
職
別
で
み
る
と
、
学
生
、
 

生
徒
が
全
体
の
八
十
八
・
九
パ
 

ー
セ
ン
ト
、
う
ち
中
学
生
が
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

犯
罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
地
域
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
の
無
い
、
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

句、
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増
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し
て
い
ま
す
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一
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刑
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犯
と

し
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検
挙
さ
れ
た
少
年
は
、
十

七
万
七
千
九
十
七
人
。
刑
法
犯

全
検
挙
人
員
の
半
数
以
上
が
二

十
歳
未
満
の
少
年
な
の
で
す
。
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低
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年
や
、
両
親
が
揃
っ

て
い
て
、
経
済
的
に
も
不
自
由

の
無
い
家
庭
の
少
年
が
多
い
の

も
、
最
近
の
特
徴
と
な

っ
て
い

ま
す
。

昨
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度
の

県
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少
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非
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の
状
況

O
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割
合
は
六
十

八

・
四
七
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セ

ン
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、
過
去
、

最
高
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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刑
法
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の
中
の
窃
盗
は
、
全

体
の
八
十
六

・
八
パ
ー
セ
ン
ト、

そ
の
う
ち
、
少
年
の
万
引
き
は

四
十
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。

O
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が
中
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学
職
別
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み
る
と
、
学
生
、

生
徒
が
全
体
の
八
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・
九
パ

ー
セ

ン
ト
、
う
ち
中
学
生
が
半

数
を
上
門
め
て
い
ま
す
。
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立
ち
直
り
は

周
囲
の
愛
情
と

理
解
か
ら

「
五
所
川
原
市
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
実
施
委
員
会
」
で

は
、
次
の
日
程
で
、
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
市
民
集
会
」
と

「
街
頭
パ
レ
ー
ド
」
を
行
い
ま

す
。私

達
の
、
心
遣
い
や
気
配
り

が
、
非
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ま
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た
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年
々
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し
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達
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立
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た
め
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ま
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少年相談センターでは、
毎日、相談に応じています。

(秘密は厳守)

市民相談室
ft35-2111(内線 281)
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vS、としたことから罪を犯してしまった少年達の、更

生の手助けのため活動している、更生保護婦人会会長

の斎藤千恵子さんに、 お話しをお伺いしてみました。 

ノ
 

五
所
川
原
警
察
署
に
は
、
夏
坂
美
恵
子
さ
ん
、
村
上
圭
子
さ

ん
の
ニ
人
の
補
導
員
が
い
ま
す
。
 

街
頭
補
導
や
、
少
年
相
談
、
家
庭
と
の
連
絡
を
とり
あ
い
な

が
ら
の
継
続
補
導
、
有
害
環
境
の
発
見
な
ど
、
早
朝
、
タ
方
、
 

特
に
夏
休
み
な
ど
は
、夜
間
を
問
わ
ず
活動
し
て
い
ま
す
。
 

今
日
は
、
婦
人
補
導
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
 

、
 

婦人補導員の

レポートから 

/
 

元
N
H
K

の
鈴
木
健
二
さ
ん

は
、
相
手
に
、
自
分
の
気
持
ち

が
一
番
よく
伝
わ
る
の
は
、
目

と
目
の
距
離
が
、
一
二
十セ
ン
チ

か
ら
五
十
セ
ン
チ
の
間
だ
と
、
 

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
 

子
供
と
、
大
事
な
こ
と
を
話

す
と
き
、
例
え
ば
、
子
供
の
間

違
い
を
叱
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
、
注
意
す
る
と
き
、
大
 

声
で
は
な
く
、
目
と
目
の
距
離

を
近
づ
け
、
静
か
に
悟
す
よ
う

に
、
肩
に
手
を
か
け
、
や
さ
し

く
語
り
か
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
相
手
の
目
を
見
て
語
る
 

ー
つ
ー
つ
の
言
葉
は
、
き
っ
と

子
供
の
、
心
の
奥
深
く
に
泌
み

こ
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。
 

毘
沙
門
小
学
校長

小
枝
司
さ
ん
 

年
に
ニ
回
程
、
少
年
院
を
訪

れ
て
、
そ
の
日
一
日
、少
年
達

の
「
お
母
さ
ん
」
に
な
る
訳
で

す
。
 

院
の
運
動
会
と
か
、
文
化
祭

に
は
、
お
べ
ん
と
う
を
一
緒
に

食
べ
た
り
、
走
る
、
歌
う
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
 

み
ん
な
、
と
っ
て
も
い
い
子

ば
か
り
な
ん
で
す
。
素
直
で
や

さ
し
い
か
ら
、
親
や
、
周
り
の

人
達
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ふ
れ

合
い
方
で
、
良
＜
も
悪
く
も
な

る
ん
で
す
ね
。
 

文
化
祭
の
時
な
ど
、
廊
下
の

壁
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
た
、
 

作
文
・
短
歌
・
詩
・
絵画
・
習

字
な
ど
、
ど
れ
も
み
ん
な
自
分

の
母
を
慕
い
、
称
え
て
い
る
も

の
ば
か
り
な
ん
で
す
。
 
 

お
母
さ
ん
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い

な
ん
で
す
ね
。
 

こ
ん
な
、
い
い
少
年
達
を
、
 

や
さ
し
く
迎
え
る
た
め
に
も
、
 

地
域
の
人
達
の
紳
が
大
切
に
な

っ
て
＜
る
訳
で
す
。
 

今
年
は
、
五
所
川
原
の
更
生

保
護
婦
人
会
が
、
全
国
の
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

毎
週
水
曜
日
「
ミ
ニ
集
会
」
を

市
内
の
各
地
区
の
集
会
所
と
か

会
員
の
自
宅
と
か
を
会
場
に
行

い
ま
す
。
犯
罪
の
防
止
と
更
生

を
、
膝
を
交
え
て
の
話
し
合
い

か
ら
始
め
る
訳
で
す
。
 

現
在
、
会
員
は
三
百
五
十
人

程
い
ま
す
け
ど
、
も
っ
と
も
っ

と
沢
山
の
人
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

地
域
の
人
、み
ん
な
で
、少
年

達
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

「お
ば
さ
ん
ノ
」
街
頭補
導
中

突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
。
二
十

ニ
ー
三
歳
の
若
い
男
性
、
三
歳

位
の
女
の
子
の
手
を
引
い
て
い

る
。
一
瞬
、誰
だ
っ
け
と
い
う

思
い
が
頭
の
中
を
か
け
巡
る
。
 

毎
日
の
よ
う
に
新
し
い
出
会
い

が
あ
り
、
そ
れ
が
数
年
に
及
ぶ

と
相
手
の
変
わ
り
よ
う
に
、
な

か
な
か
思
い
出
せ
な
い
再
会
も

あ
る
。
 「お
ば
さ
ん
、
ほ
ら
あ

の
時
の
〇
〇
だ
よ
」
そ
の
一
言

で
過
去
の
出
来
事
が
次
か
ら
次

へ
と
湧
き
上
が
る
0

若
く
は
あ

る
も
の
の
、
も
う
し
っ
か
り
お

父
さ
ん
を
し
て
い
る
彼
を
見
る

と
、
中
学
時
代
の
荒
れ
に
荒
れ

た
昔
な
ど
、
人
生
の
中
の
ほ
ん

の
ー
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
の
か
と
思

わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
 

校
内
暴
力
、
ゆ
す
り
、
た
か

り
、
万
引
き
、
家
出
、
ま
る
で

あ
ら
ゆ
る
非
行
を
並
べ
立
て
た

よ
う
な
中
学
時
代
。
こ
れ
で
も

か
、
こ
れ
で
も
か
と
補
導
さ
れ

て
く
る
。
そ
の
度
、
ま
た
か
と
 
 

い
う
気
持
ち
よ
り
、
何
故
と
い

う
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
。
 

そ
ん
な
彼
も
ー
つ
だ
け
女
手

一
つ
で
育
て
て
く
れ
た
母
親
に

だ
け
は
、
反
発
し
な
が
ら
も
優

し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
 

彼
が
何
か
す
る
度
に
迎
え
に

来
て
ば
、
自
分
の
育
て
方
が
悪

か
っ
た
と
泣
い
て
謝
っ
て
歩
い
 

た
お
母
さ
ん
 

。
 

「お
ふ
く
ろ
も
歳
と
っ
た
よ
」
 

「お
ば
さ
ん
、
ま
だ
補
導
員
し

て
る
ん
だ
」
彼
の
屈
託
の
な
い

顔
は
、
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
と

言
っ
て
い
る
よ
う
で
、別
れ
た

後
も
何
故
か
と
っ
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
だ
っ
た
。
 

少
年
期
と
い
う
人
生
の
中
で

行
わ
れ
る
非
行
行
動
、
そ
の
根

底
を
探
っ
て
行
け
ば
全
て
は
親

子
関
係
を
中
心
と
す
る
家
庭
環

境
に
原
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

彼
も
ま
た
、
母
と
子
の
二
人

き
り
の
生
活
の
中
で
寂
し
か
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。親
は
、
 
 子

供
が
順
調
に
育
っ
て
い
る
時

は
あ
れ
こ
れ
と
世
話
を
や
き
、
 

一
生
懸
命
愛
情
を
注
ぎ
ま
す
。
 

し
か
し
、
い
ざ
子
供
に
非
行
の

芽
が
出
か
か
っ
た
時
、「
こ
ん
な

に
、
お
前
の
た
め
を
思
っ
て
い

る
の
に
ど
う
し
て
親
を
裏
切
る

の
」
な
ど
と
悲
鳴
を
あ
げ
が
ち

で
す
が
、
肝
心
な
の
は
子
供
が

ど
う
い
う
状
態
に
あ
っ
て
も
常

に
変
わ
ら
ぬ
愛
情
を
注
ぎ
続
け

る
こ
と
で
す
。
親
が
本
気
で
子

と
向
き
合
っ
て
い
れ
ば
、非
行

の
芽
な
ど
育
つ
は
ず
は
あ
り
ま

ま
せ
ん
。
 

「子
供
な
ら
、
誰
で
も
親
を

悲
し
ま
せ
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
」
 
と
いう

こ
と
を
信
じ
て
今
後
も
非
行
防

止
と
健
全
育
成
に
努
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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ふとしたことから罪を犯してしま った少年遠の、更

生の手助けのため活動している、 更生保護婦人会 会 長

の斎藤千恵子 さんに、お話しをお伺いしてみました。

年
に
二
回
程
、
少
年
院
を
訪

れ
て
、
そ
の
日
一
目
、

少
年
達

の

「お
母
さ
ん
」
に
な
る
訳
で

す
。院

の
運
動
会
と
か
、
文
化
祭

に
は
、
お
べ
ん
と
う
を

一
緒
に

食
べ
た
り
、
走
る
、
歌
う
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

み
ん
な
、
と
っ
て
も
い
い
子

ば
か
り
な
ん
で
す
。
素
直
で
や

さ
し
い
か
ら
、
親
や
、
周
り
の

人
達
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ふ
れ

合
い
方
で
、
良
く
も
悪
く
も
な

る
ん
で
す
ね
。

文
化
祭
の
時
な
ど
、
廊
下
の

壁
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
た
、

作
文

・
短
歌

・
詩
・
絵
画

・
習

字
な
ど
、
ど
れ
も
み
ん
な
自
分

の
母
を
慕
い
、
称
え
て
い
る
も

の
ば
か
り
な
ん
で
す
。

一冗
N
H
K
の
鈴
木
健
二
さ
ん

は
、
相
手
に
、
自
分
の
気
持
ち

が
一
番
よ
く
伝
わ
る
の
は
、
目

と
自
の
距
離
が
、

三
十
セ
ン
チ

か
ら
五
十
セ
ン
チ
の
間
だ
と
、

お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
。

子
供
と
、
大
事
な
こ
と
を
話

す
と
き
、
例
え
ば
、
子
供
の
間

違
い
を
叱
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
き
、
注
意
す
る
と
き
、
大

お
母
さ
ん
の
こ
と
で
い

っ
ぱ
い

な
ん
で
す
ね
。

こ
ん
な
、
い
い
少
年
達
を
、

や
さ
し
く
迎
-
え
る
た
め
に
も
、

地
域
の
人
達
の
紳
が
大
切
に
な

っ
て
く
る
訳
で
す
。

今
年
は
、
五
所
川
原
の
更
生

保
護
婦
人
会
が
、
全
国
の
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
「
ミ
ニ
集
会
」
を

市
内
の
各
地
区
の
集
会
所
と
か

会
員
の
自
宅
と
か
を
会
場
に
行

い
ま
す
。
犯
罪
の
防
止
と
更
生

を
、
膝
を
交
え
て
の
話
し
合
い

か
ら
始
め
る
訳
で
す
。

現
在
、
会
員
は
三
百
五
十
人

程
い
ま
す
け
ど
、
も

っ
と
も

っ

と
沢
山
の
人
に
関
心
を
も

っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
人
、
み
ん
な
で
、
少
年

達
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

声
で
は
な
く
、
目
と
自
の
距
離

を
近
づ
け
、
静
か
に
悟
す
よ
う

に
、
肩
に
手
を
か
け
、
や
さ
し

く
語
り
か
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
相
手
の
目
を
見
て
語
る

一
つ
一
つ
の
言
葉
は
、
き

っ
と

子
供
の
、
心
の
奥
深
く
に
泌
み

こ
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
よ
。

毘
沙
門
小
学
校
長
小
枝
司
さ
ん

婦人補導員の

レポートから

「
お
ば
さ
ん
〆
」
街
頭
補
導
中

突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
。
二
十

一
一1
三
歳
の
者
い
男
性
、
三
歳

位
の
女
の
子
の
手
を
引
い
て
い

る。

一
瞬
、
誰
だ
っ
け
と
い
う

思
い
が
頭
の
中
を
か
け
巡
る
。

毎
日
の
よ
う
に
新
し
い
出
会
い

が
あ
り
、
そ
れ
が
数
年
に
及
ぶ

と
相
手
の
変
わ
り
よ
う
に
、
な

か
な
か
思
い
出
せ
な
い
再
会
も

あ
る
。

「
お
ば
さ
ん
、
ほ
ら
あ

の
時
の

O
Oだ
よ
」
そ
の

一
言

で
過
去
の
出
来
事
が
次
か
ら
次

へ
と
湧
き
上
が
る
。
若
く
は
あ

る
も
の
の
、
も
う
し
っ
か
り
お

父
さ
ん
を
し
て
い
る
彼
を
見
る

と
、
中
学
時
代
の
荒
れ
に
荒
れ

た
普
な
ど
、
人
生
の
中
の
ほ
ん

の
一
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
の
か
と
思

わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

校
内
暴
力
、
ゆ
す
り
、
た
か

り
、
万
引
き
、
家
出
、
ま
る
で

あ
ら
ゆ
る
非
行
を
並
べ
立
て
た

よ
う
な
中
学
時
代
。
こ
れ
で
も

か
、
こ
れ
で
も
か
と
補
導
さ
れ

て
く
る
。
そ
の
度
、
ま
た
か
と

五
所
川
原
讐
察
署
に
は
、
夏
坂
美
恵
子
さ
ん
、
村
上
圭
子
さ

ん
の
二
人
の
補
導
員
が
い
ま
す
。

街
頭
補
導
や
、
少
年
相
談
、
家
庭
と
の
連
絡
を
と
り
あ
い
な

が
ら
の
継
続
補
導
、
有
害
環
境
の
発
見
な
ど
、
早
朝
、
夕
方
、

特
に
夏
休
み
な
ど
は
、
夜
間
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
婦
人
補
導
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

い
う
気
持
ち
よ
り
、
何
故
と
い

う
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
。

そ
ん
な
彼
も
一
つ
だ
け
女
手

一
つ
で
育
て
て
く
れ
た
母
親
に

だ
け
は
、
反
発
し
な
が
ら
も
優

し
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

彼
が
何
か
す
る
度
に
迎
え
に

来
て
は
、
自
分
の
育
て
方
が
悪

か
っ
た
と
泣
い
て
謝

っ
て
歩
い

た
お
母
さ
ん
・・・・・・・・・
。

「
お
ふ
く
ろ
も
歳
と

っ
た
よ
」

「
お
ば
さ
ん
、
ま
だ
補
導
員
し

て
る
ん
だ
日
彼
の
屈
託
の
な
い

顔
は
、
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
と

言
っ
て
い
る
よ
う
で
、
別
れ
た

後
も
何
故
か
と
っ
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
だ
っ
た
。

少
年
期
と
い
う
人
生
の
中
で

行
わ
れ
る
非
行
行
動
、
そ
の
根

底
を
探

っ
て
行
け
ば
全
て
は
親

子
関
係
を
中
心
と
す
る
家
庭
環

境
に
原
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

彼
も
ま
た
、
母
と
子
の
二
人

き
り
の
生
活
の
中
で
寂
し
か

っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
親
は
、

子
供
が
順
調
に
育
っ
て
い
る
時

は
あ
れ
こ
れ
と
世
話
を
や
き
、

一
生
懸
命
愛
情
を
注
ぎ
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
子
供
に
非
行
の

芽
が
出
か
か
っ
た
時
、「
こ
ん
な

に
、
お
前
の
た
め
を
思
っ
て
い

る
の
に
ど
う
し
て
親
を
裏
切
る

の
」
な
ど
と
悲
鳴
を
あ
げ
が
ち

で
す
が
、
肝
心
な
の
は
子
供
が

ど
う
い
う
状
態
に
あ

っ
て
も
常

に
変
わ
ら
ぬ
愛
情
を
注
ぎ
続
け

る
こ
と
で
す
。
親
が
本
気
で
子

と
向
き
合
っ
て
い
れ
ば
、
非
行

の
芽
な
ど
育
つ
は
ず
は
あ
り
ま

ま
せ
ん
。
「
子
供
な
ら
、
誰
で
も
親
を

悲
し
ま
せ
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
を
信
じ
て
今
後
も
非
行
防

止
と
健
全
育
成
に
努
め
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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▽
岩
木
川
の
こ
と
を
、
知

り
た
い
方
は
、
建
設
省
青

森
工
事
事
務
所
五
所
川
原

出
張
所
へ
ど
う
ぞ
。云
⑩

一
一
七一
一
一
八
）
 

事
務
所
の
み
な
さ
ん
は

水
に
住
む
生
き
も
の
を
守

り
、
水
辺
の
緑
を
も
守
る

と
い
う
む
ず
か
し
い
護
岸

工
事
の
た
め
、が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
c
 

〇川にとって油は一番のガンです。 

新聞紙などに含ませて燃えるゴミ

に出して下さい。 

〇米のとぎ汁は、草花か、庭へ。 

〇台所用も洗濯用も、洗剤は最少限 

「こ， 

さて、岩木川乾橋付近の水は？ 

’ 	それは②です。 ①まであと一歩。 

\ 

廿令にやすらぎ心にめぐク 

セ勿里詳見鱗 

1 

／
ー
 

くD きれいな水 サワガニ、 カワゲラ。 

（②） 少し汚ない水 イシマキガイ、ゲンジポ汐 

ル、 ヤマトシジミ、 コガタシマトビゲラ。 

③ 汚ない水 タニシ、ニオン ドロソコエビ0 

（④ 大変汚ない水 ィ トミ ミズ、 アメリカザリ 

ガトニ。 

昔
は
  川
底

が
見

え
て
 

一
戸
辰
四
郎
さ
ん
（7
5歳

）
 

五
、
六
十
年
前
だ
っ
た
ら

岩
木
川
の
水
は
、
そ
の
ま
ま

飲
ん
だ
も
の
で
す
け
ど
ね
え
。
 

私
の
家
の
す
ぐ裏
が
川
で
、
 

ず
ー
と
遠
浅
で
し
た
か
ら
、
 

夏
は
、
村
の
子
供
達
と
、
毎

日
泳
い
だ
も
の
で
す
。
 

柴
を
束
ね
て
、
川
に
沈
め
 

て
お
く
と
、
鮒
で
も
蟹
で
も

い
っ
ぱ
い
と
れ
ま
し
た
。
 

村
に
一
軒
、造
り
酒
屋
が

あ
っ
て
、
水
は
全
部
岩
木
川

の
水
で
作
っ
て
い
た
ん
で
す
。
 

な
に
し
ろ
、
水
が
澄
ん
で
い

て
川
底
の
砂
も
、
泳
い
で
い
 

ふ
な
 

る
鮒
も
、
は
っ
き
り
見
え
て

い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
昔
か
ら
、
こ
の

川
は
何
度
も
氾
濫
、
洪
水
を

繰
り
返
し
ま
し
て
ね
。ほ
ら
、
 

す
ぐ
そ
こ
の
三
好
橋
、
あ
れ

は
、
何
度
流
さ
れ
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
 

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
今

は
、
い
い
橋
が
で
き
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
、
何
よ
り
も
立
派
な

土
手
が
で
き
た
こ
と
が
一
番

で
し
ょ
う
な
。
最
近
は
、
河

原
に
出
来
た
遊
歩
道
を
こ
の

人

（隣
に
座
る
奥
様
）
と
歩

く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
 

い

ま
し

た

よ
 

（
市
内
鶴
ケ岡
）
 

郷
土
五
所
川
原
は
、
川
の
、
ま
ち
 

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
目
 

市
内
を
縦
横
に
走
る
堰
は
、
街
中
を
通
り
、
や
が
て
岩
木
川
に
注
ぎ
ま
 

岩木川河川敷の遊歩道 

す
。
 

岩
木
川
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
。
そ
の
源
流
は
、秋
田
県
境
の
白
神

山
地
の
雁
森
岳
。
そ
の
一
滴
の
流
れ
が
、
清
ら
か
な
川
と
な
り
、
津
軽
十

万
町
歩
、
「
希
十
一
町
十
村
を
潤
お
し
て
き
ま
し
た
。
 

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
流
域
の
面
積
は
、
な
ん
と
、
東
北
一
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
川
を
、
昔
の
、
き
れ
い
な
ま
、
の
姿
で
次
の
世
代
に
残
す
こ

と
は
、
今
の
私
た
ち
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
人
ひ
と
り
が
、
 

少
し
気
を
つ
か
う
こ
と
で
、
き
れ
い
に
な
る
の
で
す
。
 

み
ん
な
で
、
岩
木
川
を
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
よ
う
。
 

川に住む生物で、川の様子がわかります。 

【
 

昔
は
、

五
、
六
十
年
前
だ

っ
た
ら

岩
木
川
の
水
は
、
そ
の
ま
ま

飲
ん
だ
も
の
で
す
け
ど
ね
え
。

私
の
家
の
す
ぐ
哀
が
川
で
、

ず
l
と
遠
浅
で
し
た
か
ら
、

支
は
、
村
の
子
供
達
と
、
毎

日
泳
い
だ
も
の
で
す
。

柴
を
束
ね
て
、

川
に
沈
め

岩木川河川敷の遊歩道

市
内
を
縦
横
に
走
る
堰
は
、
街
中
を
通
り
、
や
が
て
岩
木
川
に
注
ぎ
ま

す
。岩

木
川
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
。
そ
の
源
流
は
、
秋
田
県
境
の
白
神

山
地
の
雁
森
岳
。
そ
の
一
滴
の
流
れ
が
、
清
ら
か
な
川
と
な
り
、
津
軽
十

万
町
歩
、
三
市
十
一
町
十
村
を
潤
お
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
流
域
の
面
積
は
、
な
ん
と
、
東
北
一
と
な
っ
て
い

ま
す
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こ
の
川
を
、
昔
の
、
き
れ
い
な
ま
〉
の
姿
で
次
の
世
代
に
残
す
こ

と
は
、
今
の
私
た
ち
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
人
ひ
と
り
が
、

少
し
気
を
つ
か
う
こ
と
で
、
き
れ
い
に
な
る
の
で
す
。

み
ん
な
で
、
岩
木
川
を
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

戸
辰
四
郎
さ
ん

元
歳
)

(
市
内
鶴
ヶ
岡
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す
ぐ
そ
こ
の
三
好
橋
、

あ
れ

は
、
何
度
流
さ
れ
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
今

は
、
い
い
橋
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
何
よ
り
も
立
派
な

土
手
が
で
き
た
こ
と
が

一
番

で
し
ょ
う
な
。
最
近
は
、
河

原
に
出
来
た
遊
歩
道
を
こ
の

人

(隣
に
座
る
奥
様
)
と
歩

く
の
が
楽
し
み
に
な

っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

け"に住む生物で、川の様子がわかります。|
① きれいな水 サワガニ、 カワゲラ 。

② 少し汚ない水 イシマキガイ、 ゲン ジボタ

ル、ヤマトシジミ、コガタシマトピゲラ。

汚ない水 タニシ 、 ニオン ドロソコエピ。

大変汚ない水 イトミミズ、 ア メリ カザリ

ガニ。

さて 、岩木川乾橋付近のノkは ?

それは②です。①まであと一歩。

③ 

④ 

川
底
が
見
え
て

い
ま
し
た
よ

て
お
く
と
、
鮒
で
も
挫
で
も

い
っ
ぱ
い
と
れ
ま
し
た
。

村
に一

軒、

造
り
酒
屋
が

あ
っ
て
、
ぷ
は
全
部
岩
木
川

の
水
で
作
っ
て
い
た
ん
で
す
。

な
に
し
ろ
、
水
が
澄
ん
で
い

て
川
底
の
砂
も
、
泳
い
で
い

る
鮒
も
、
は
っ
き
り
見
え
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
か
ら
、
こ
の

川
は
何
度
も
氾
澄
、
洪
水
を

繰
り
返
し
ま
し
て
ね
。
ほ
ら
、

0川 にと って油 は一 帯 のガンです。

新聞紙などに合ませて燃えるゴミ

に出 して下さ P o

0米のとぎ汁は、草 花 か、庭へ。

ofi所 用も洗濯用 も、洗剤は最少限

[こ。

マ
岩
木
川
の
こ
と
を
、
知

り
た

い
方
は
、
建
設
省
青

森
工
事
事
務
所
五
所
川
原

出
張
所
へ
ど
う
ぞ
。(
宮
⑪

二
七
三
八
)

事
務
所
の
み
な
さ
ん
は

水
に
住
む
生
き
も
の
を
守

り
、
水
辺
の
緑
を
も
守
る

と
い
う
む
ず
か
し
い
護
岸

工
事
の
た
め
、
が
ん
ば

っ

て
い
ま
す
c

4 



I
 

昨
年
度
か
ら
五
所
川
原
市
内

の
寺
社
や
個
人の
お
宅
に
お
伺

い
し
て
文
化
財
の調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
五

所
川
原
市
史
』
の
一
冊
と
し
て
 

「文
化
財
編
」
の
刊
行
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
収
録
す

る
資
料
を
選
定
す
る
た
め
の
予

備
調
査
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

長
谷
川
成
一
市
史
編
集
委
員

長
（
弘
前
大
学
教
授
）
の
ご
指

示
に
も
と
ず
い
て
、
市
内
各
所

を
事
務
局
と
も
ど
も
歩
い
て
い

る
の
で
す
が
、
お
邪
魔
し
た
お

宅
や
お
寺
で
は
ど
こ
も
快
く
調

査
に
応
じ
て
下
さ
る
の
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
 

2
 

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
と
い
い

ま
す
と
、
多
く
の
か
た
が
た
は

国
宝
だ
の
重
要
文
化
財
だ
の
と

い
っ
た
国
指
定
の
も
の
や
、青

森
県
文
化
財
と
い
っ
た
骨
董
 

（こ
っ
と
う
）
的
優
品
を
思
い

浮
か
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
類
す
る
品
物
が
五
所
川
原
に
 
 存

在
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
お
考

え
の
方
も
い
ら
っし
ゃ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
 

3
 

私
ど
も
は
調
査
に
際
し
て
の

基
本
的
な
態
度
と
し
て
、
骨
董

的
な
価
値
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

で
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

文
化
財
は
骨
董
品
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
国
や
県
の
指

定
品
だ
け
が
重
要
な
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
（
こ
の
場

合
は
東
京
と
か京
都
と
か
い
う

意
味
で
）
で
の
評
価
が
絶
対
で

は
な
い
の
で
す
し
、
む
し
ろ
中

央
と
は
異
な
っ
た
評
価
が
な
さ

れ
る
作
品
が
あ
っ
て
当
然
な
の

で
す
。
 4

 

絵
画
作
品
の場
合
で
い
う
と
、
 

中
央
の
画
壇
で
指
導
的
な
立
場

に
あ
る
画
家
（
た
と
え
ば
狩
野

探
幽
と
か
円
山
応
挙
と
か
）
の

作
品
よ
り
は
、
中
央
で
は
無
名

で
あ
っ
て
も
津
軽
の
地
（
五
所

川
原
の
地
）
で
活
躍
し
た
画
家

の
作
品
を
よ
り
重
視
し
よ
う
と

い
う
わ
け
で
す
。
 

と
く
に
五
所
川
原
は
新
田
地

帯
で
す
か
ら
、
こ
の
地
域
に
特

有
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
れ
ば
大

変
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
す
し
、
 

そ
れ
と
は
別
に
五
所
川
原
の
ひ

と
び
と
が
、
そ
の
長
い
歴
史
の

中
で
ど
う
い
う
作
家
を
好
ん
で

い
た
か
と
い
う
こ
と
も
文
化
財

調
査
の
大
き
な
目
的
に
な
り
ま

す
。
い
っ
て
み
れ
ば
、五
所
川

原
に
お
け
る
文
化
受
容
の
過
程

を
さ
ぐ
る
の
で
あ
り
、
美
術
鑑

賞
の
歴
史
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
 

そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
い

さ
さ
か
極
論
め
い
て
きま
す
が
、
 

伝
承
さ
れ
て
き
た
作
品
が
本
物

か
偽
物
か
な
ど
は
調
査
の
主
眼

で
は
な
い
の
で
す
。
 

5
 

こ
れ
ま
で
に
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
文
化
財
は
絵
画
・
彫

刻
（
仏
像
）
 
‘
工芸

・
文
書
な

ど
広
い
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
な
か
に
は
誰
で
も
知

っ
て
い
る
有
名
な
人
も
い
れ
ぱ

五
所
川
原
市
民
で
も
「
そ
ん
な

人
い
た
か
な
あ
」
と
首
を
か
し
 
 

げ
る
よ
う
な
人
も
い
ま
す
。
 

無
名
の
人
物
な
ど
と
り
あ
げ

て
五
所
川
原
の
恥
だ
な
ど
と
は

決
し
て
お
考
え
に
な
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ひ
と
り
の
有
名
な

人
の
作
品
が
た
っ
た
ひ
と
つ
あ

る
よ
り
は
、
た
と
え
無
名
の
作

家
で
は
あ
っ
て
も
五
所
川
原
に

密
着
し
市
民
に
愛
さ
れ
た
作
品

で
あ
れ
ば
、
は
る
か
に
文
化
的

な
価
値
は
大
き
い
の
で
す
。
 

6
 

現
在
な
お
調
査
を
進
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
全
容
を
お

知
ら
せ
す
る
準
備
は
ま
だ
で
き

て
い
な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば

彫
刻
に
関
し
て
は
森
英
之進
の

作
品
が
多
い
の
が
目
に
つ
き
ま

す
。
中
に
は
お
寺
の
ご
本
尊
と

し
て
篤
く
信
仰
の
対
象
にな
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
五
所
川

原
を
愛
し
た
こ
の
作
家
と
作
家

を
愛
し
た
五
所
川
原
市
民
と
の

美
し
い
交
友
に
思
わ
ず
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

絵
画
で
は
三
上
栄
峰
と
い
う

ひ
と
の
作
品
に出
会
っ
た
の
は

大
き
な
収
穫
で
し
た
。
五
所
川

原
に
生
ま
れ
、
画
壇
に
容
れ
ら

れ
ず
不
遇
の
う
ち
にな
く
な
っ

た
ら
し
い
こ
の
作
家
は
、
津
軽

の
風
土
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
が
 
 強

く
つ
た
わ
っ
て
く
る
『
津
軽

十
字
路
旅
行
画
』
と
い
う
美
し

い
小
品
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

た
だ
残
念
な
こ
と
に
こ
の
作

家
に
つ
い
て
は
経
歴
や
作
品
が

ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
。
）」
 

存
知
の
か
た
の
ご
示
教
を
ぜ
ひ

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。
 

内
海
草
壊
と
い
え
ば
五
所
川

原
で
は
も
っ
と
も
馴
染
み
の
深

い
俳
人
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
人

の
肖
像
画
と
自
筆
の
俳
画
昇
風

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

草
坂
の
作
品
は
、
五
所
川
原

に
は
ま
だ
ま
だ
見
い
だ
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

草
城
に
限
ら
ず
、
わ
が
家
に

こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
が

と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
お
教
え
く

だ
さ
い
。
 

最
後
に
ひ
と
つ
だ
け
、調
査

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
。
 
 

梅
田
の
慈
眼
寺
に
『
幽
霊
』
の

絵
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

頃
か
ら
お
寺
に
あ
る
か
は
ご
住

職
も
ご
存
知
な
い
そ
う
です
が
、
 

明
治
二
十
年
代
に
は
楚
珠
山
で

雨
ご
い
に
使
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
か
ら
、
古
く
か
ら
の
寺

宝
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
 

血
み
ど
ろ
の
女
性
を
描
い
た

一
見
、凄
惨
な
感
じ
の
す
る
作

品
で
す
が
、
絵
は
意
外
に
し
っ

か
り
と
し
て
お
り
、
画
家
の
技

量
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
 

雨
ご
い
に
使
う
だ
け
あ
って
、
 

ご
住
職
の
お
は
な
し
で
は
、
開

く
と
必
ず
雨
が
降
る
と
の
こ
と
。
 

昭
和
五
十
二
年
に
も
雨
ご
い
に

利
用
し
て
霊
験
が
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
そ
ん
な
は
な
し
を
う

か
が
い
な
が
ら
調
査
を
進
め
た

の
で
す
が
 
。

そ
う
、
雨
が

降
っ
て
き
た
の
で
す
。
 

乾 橋（昭和 9 年） 

『津軽十字路旅行画』 

（三上栄峰作） 
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昨
年
度
か
ら
五
所
川
原
市
内

の
寺
社
や
個
人
の
お
宅
に
お
伺

い
し
て
文
化
財
の
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
『
五

所
川
原
市
史
』
の
一
冊
と
し
で

「
文
化
財
編
」
の
刊
行
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
収
録
す

る
資
料
を
選
定
す
る
た
め
の
予

備
調
査
と
い
う
わ
け
で
す
。

長
谷
川
成
一
市
史
編
集
委
員

長
(
弘
前
大
学
教
授
)
の
ご
指

ぷ
に
も
と
ず
い
て
、
市
内
各
所

を
事
務
局
と
も
ど
も
歩
い
て
い

る
の
で
す
が
、
お
邪
魔
し
た
お

宅
や
お
守
で
は
ど
こ
も
快
く
調

査
に
応
じ
て
下
さ
る
の
は
と
て

も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

2
 

と
こ
ろ
で
、
文
化
財
と
い
い

ま
す
と
、
多
く
の
か
た
が
た
は

国
宝
だ
の
重
要
文
化
財
だ
の
と

い
っ
た
国
指
定
の
も
の
や
、
青

森
県
文
化
財
と
い
っ
た
骨
埜

(こ
っ
と
う
)
的
優
口
聞
を
思
い

浮
か
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
煩
す
る
品
物
が
五
所
川
原
に

存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
お
考

え
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

3
 

私
ど
も
は
調
査
に
際
し
て
の

基
本
的
な
態
度
と
し
て
、
骨
董

的
な
価
値
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

で
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
骨
董
品
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
国
や
県
の
指

定
口
問
だ
け
が
重
要
な
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
(
こ
の
場

合
は
東
京
と
か
京
都
と
か
い
う

意
味
で
)
で
の
評
価
が
絶
対
で

は
な
い
の
で
す
し
、
む
し
ろ
中

央
と
は
異
な
っ
た
評
価
が
な
さ

れ
る
作
品
が
あ
っ
て
当
然
な
の

で
す
。
4
 

絵
画
作
品
の
場
合
で
い
う
と
、

中
央
の
画
壇
で
指
導
的
な
立
場

に
あ
る
画
家
(
た
と
え
ば
狩
野

探
幽
と
か
円
山
応
挙
と
か
)
の

作
品
よ
り
は
、
中
央
で
は
無
名

で
あ
っ
て
も
津
軽
の
地
(
五
所

川
原
の
地
)
で
活
躍
し
た
画
家

の
作
品
を
よ
り
重
視
し
よ
う
と

い
う
わ
け
で
す
。

と
く
に
五
所
川
原
は
新
田
地

帯
で
す
か
ら
、
こ
の
地
域
に
特

有
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
れ
ば
大

変
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
す
し
、

そ
れ
と
は
別
に
五
所
川
原
の
ひ

と
び
と
が
、
そ
の
長
い
歴
史
の

中
で
ど
う
い
う
作
家
を
好
ん
で

い
た
か
と
い
う
こ
と
も
文
化
財

調
査
の
大
き
な
目
的
に
な
り
ま

す
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
五
所
川

原
に
お
け
る
文
化
受
容
の
過
程

を
さ
ぐ
る
の
で
あ
り
、
美
術
鑑

賞
の
歴
史
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
い

さ
さ
か
極
論
め
い
て
き
ま
す
が
、

伝
承
さ
れ
て
き
た
作
品
が
本
物

か
偽
物
か
な
ど
は
調
査
の
主
眼

で
は
な
い
の
で
す
。

5
 

こ
れ
ま
で
に
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
文
化
財
は
絵
画

・
彫

刻
(
仏
像
)

・
工
芸

・
文
書
な

ど
広
い
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
な
か
に
は
誰
で
も
知

っ
て
い
る
有
名
な
人
も
い
れ
ば

五
所
川
原
市
民
で
も
「
そ
ん
な

人
い
た
か
な
あ
」
と
首
を
か
し

げ
る
よ
う
な
人
も
い
ま
す
。

無
名
の
人
物
な
ど
と
り
あ
げ

て
五
所
川
原
の
恥
だ
な
ど
と
は

決
し
て
お
考
え
に
な
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ひ
と
り
の
有
名
な

人
の
作
品
が
た
つ
た
ひ
と
つ
あ

る
よ
り
は
、
た
と
え
無
名
の
作

家
で
は
あ
っ
て
も
五
所
川
原
に

密
着
し
市
民
に
愛
さ
れ
た
作
品

で
あ
れ
ば
、
は
る
か
に
文
化
的

な
価
値
は
大
き
い
の
で
す
。

6
 

現
在
な
お
調
査
を
進
め
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
全
容
を
お

知
ら
せ
す
る
準
備
は
ま
だ
で
き

て
い
な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば

彫
刻
に
関
し
て
は
森
英
之
進
の

作
品
が
多
い
の
が
自
に
つ
き
ま

す。

中
に
は
お
寺
の
ご
本
尊
と

し
て
篤
く
信
仰
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
五
所
川

原
を
愛
し
た
こ
の
作
家
と
作
家

を
愛
し
た
五
所
川
原
市
民
と
の

美
し
い
交
友
に
思
わ
ず
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

絵
画
で
は
三
上
栄
峰
と
い
う

ひ
と
の
作
品
に
出
会
っ
た
の
は

大
き
な
収
種
で
し
た
。
五
所
川

原
に
生
ま
れ
、
画
壇
に
容
れ
ら

れ
ず
不
遇
の
う
ち
に
な
く
な
っ

た
ら
し
い
こ
の
作
家
は
、
津
軽

の
風
土
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
が

強
く
っ
た
わ

っ
て
く
る
『
津
軽

十
字
路
旅
行
画
』
と
い
う
美
し

い
小
品
が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
こ
の
作

家
に
つ
い
て
は
経
歴
や
作
品
が

ほ
と
ん
ど
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ご

存
知
の
か
た
の
ご
示
教
を
ぜ
ひ

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

内
海
草
壊
と
い
え
ば
五
所
川

原
で
は
も
っ
と
も
馴
染
み
の
深

い
俳
人
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
人

の
肖
像
画
と
自
筆
の
俳
画
界
風

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

草
墳
の
作
品
は
、
五
所
川
原

に
は
ま
だ
ま
だ
見
い
だ
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

草
壊
に
限
ら
ず
、
わ
が
家
に

こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
が

と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
お
教
え
く

だ
さ
い
。

最
後
に
ひ
と
つ
だ
け
、
調
査

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
。

梅
田
の
慈
眼
寺
に
『
幽
霊
』
の

絵
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
い
つ

頃
か
ら
お
寺
に
あ
る
か
は
ご
住

職
も
ご
存
知
な
い
そ
う
で
す
が
、

明
治
二
十
年
代
に
は
党
珠
山
で

雨
ご
い
に
使
っ
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
か
ら
、
古
く
か
ら
の
寺

宝
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

血
み
ど
ろ
の
女
性
を
描
い
た

一
見
、
凄
惨
な
感
じ
の
す
る
作

品
で
す
が
、
絵
は
意
外
に
し
っ

か
り
と
し
で
お
り
、
画
家
の
技

量
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

雨
ご
い
に
使
う
だ
け
あ
っ
て
、

ご
住
職
の
お
は
な
し
で
は
、
聞

く
と
必
ず
雨
が
降
る
と
の
こ
と
。

昭
和
五
十
二
年
に
も
雨
ご
い
に

利
用
し
て
霊
験
が
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。
そ
ん
な
は
な
し
を
う

か
が
い
な
が
ら
調
査
を
進
め
た

の
で
す
が
:
:
:
。
そ
う
、
雨
が

降
っ
て
き
た
の
で
す
。

橋 (昭和9年)

『津軽十字路旅行画』

(三上栄峰作〉

乾
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短 

歌 

6
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五
所
川
原
短
歌
会
 

幾
百
年
の
年
輪
あ
ら
わ
に
ひ
ば

の
木
の
香
り
ゆ
た
け
く
山
路
に

積
ま
る
 
野

呂
三
枝
子
 

朝
も
や
の
晴
れ
し
岩
木
の
山
頂
 

に
残
雪
あ
ら
わ
に
清
し
く
見
ゆ
 

る
 
村
山

百
合
子
 

「
一
枚
の
絵

」
の
よ

う
に
 

私
が
こ
の
風
景
と
は
じ
め
て
 
も
前
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
年
 
く
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
こ
 

私
の
風
景
 

『
、
か‘g
 

石
Z
 

平
 
山
 
レ
 

チ
さ
ん
 

（
市内
下
平
井
町
八
九
ー
ニ
）
 

金
中
意
の
花
か
ご
）
 

＠
教
育
振
興
会
へ
 

〇
囲
西
部
マ
リ
ン
社

（
佐藤
正
三
社
長
）
廿
ビ
ッ
ク
ボ

ー
小
シ
ョ
ウ
の
益
金
、
五
万
円
 

＠
社
会
福
祉
 

麟競
．
 

〇
五
所
川
原
料
飲
組
合

（
貴
田孝
悦
理
事
長
）
廿
ナ
イ
ト
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ッ
 

ク
ス
の
入
金
、八
万
九
千
六
百
六
十
七
円
 ,

 

防
火

第
一
 

誓
平
成
四
年
度
定
期
観
閲
式
三
三
 

左 

出
合
っ
た
の
は
、
も
う
十
数
年
 
 に
数
回
し
か合
え
る
機
会
も
な
 
 の
道
を
通
る
と
私
の
こ
ぐ
自
転

車
の
ス
ピ
ー
ド
が
お
そ
く
な
る

の
で
す
0
 

そ
こ
は
、
飯
詰
地
区
の
興
隆

か
ら
、
戸
沢
よ
り
の
路
上
か
ら

眺
め
る
一
画
の
景
色
で
す
。
ー
ー
 

ッ
森
の
間
か
ら
見
え
る
岩
木
山
、
 

そ
の
岩
木
山
に
抱
か
れ
て
い
る

市
街
地
と
、
そ
の
下
に
広
が
る

田
園
の
風
景
で
す
。
 

初
夏
に
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り

と
木
々
の
緑
と
水
田
の
薄
緑
、
 

か
す
ん
で
見
え
る
市
街
地
と
雄

大
な
岩
木
山
が
よ
く
溶
け
合
っ

て
、
 一
枚
の
絵
を
見
て
い
る
様

な
錯
角
さ
え
覚
え
ま
す
。
 

秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
と
ー
ー
 

ッ
森
の
紅
葉
が
又
、
美
し
い
変

化
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
 
 

春
風
に
吹
き
ち
ぎ
ら
れ
て
岩
む

ら
を
潮
し
ぶ
き
飛
ぶ
渚
辺
を行
 

く
 

山
形
 
礼
子
 

去
年
の
秋
建
替
へ
ら
れ
て
浄
き

墓
咲
き
い
で
し
花
夫
と
手
向
く
 

三
上
 
幸
子
 

花
房
の
中
よ
り
蜂
の
羽音
し
て

盛
り
の
す
ぎ
し
藤
の
花
散
る
 

番
場
 
允
映
 

六
月
五
日
、
市
内

ー
ッ
谷
を

会
場
に
、
平
成
四
年
度
の
定
期

観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具

点
検
に
続
き
、
市
内
十
分
団
、
 

五
百
二
十
人
の
各
団
員
の
見
事

な
分
列
行
進
に
始
ま
り
、
さ
っ
 

 

リズムに合わせて「戸じまり用心、火の用心」 

 

そ
う
と
行
進
の
三
好
地
区
婦人

防
火
ク
ラ
ブ
員
、
ハ
ッ
ピ
姿
も

可
愛
い
、
市
内
十
九
の
保
育
園

園
児
達
と
、
総
勢
五
百
七
十
人

が
、
市
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し
 

…私
の
風
景
…

平

二
枚
の
絵
L

の
よ
う
に

私
が
こ
の
風
M
M
と
は
じ
め
て

山
合
っ
た
の
は
、
も
う
十
数
年

も
前
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
年

に
数
回
し
か
合
え
る
機
会
も
な

、‘
¥ I 

⑫ 山

レ

チ

さ

ん

(市
内
下
平
井
町
八
九

l
一

く
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
こ

の
追
を
通
る
と
私
の
こ
ぐ
自
転

車
の
ス
ピ
ー
ド
が
お
そ
く
な
る

の
で
す
。

そ
こ
は
、
飯
詰
地
区
の
興
隆

か
ら
、
戸
沢
よ
り
の
路
k
か
ら

眺
め
る一

画
の
景
色
で
す
。
二

ツ
森
の
聞
か
ら
見
え
る
岩
木
山
、

そ
の
岩
木
山
に
抱
か
れ
て
い
る

市
街
地
と
、
そ
の
下
に
広
が
る

田
園
の
胤
去
で
す
。

初
夏
に
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り

と
木
々
の
緑
と
水
田
の
薄
緑
、

か
す
ん
で
見
え
る
市
街
地
と
雄

大
な
岩
木
山
が
よ
く
溶
け
合
っ

て、

一
枚
の
絵
を
見
て
い
る
様

な
釦
角
さ
え
覚
え
ま
す
。

秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
と
二

ツ
森
の
紅
葉
が
又
、
美
し
い
変

化
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

リズムに合わせて 「戸じまり用心、火の用IL¥J
同I一切;.~~~f:::\:::1土εiニ
7}:K笠::_t-;-:::;人i;:JJミトt
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防
火
第

一

三一=一三
平
成
四
年
度
定
期
観
閲
式
喜一三一=

六
月
五

U
、
市
内

一
ツ
谷
を

会
場
に
、
平
成
四
年
度
の
定
期

観
閉
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
民
服
装
点
検
、
機
械
器
具

点
検
に
続
き
、
市
内
卜
分
団
、

五
百
二
卜
人
の
各
団
員
の
見
事

な
分
列
行
進
に
始
ま
り
、
さ

つ

そ
う
と
行
進
の
三
好
地
区
制
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
、
ハ

ッ
ピ
姿
も

可
愛
い
、
市
内
卜
九
の
保
育
園

間
児
達
と
、
総
勢
五
百
ヒ
ト
人

が
、
市
長
の
観
閲
を
受
け
ま
し

た。

善
意
の
花
か
こ

圃

国E
五
所
川
原
短
歌
会

幾
百
年
の
年
輪
あ
ら
わ
に
ひ
ば

の
木
の
詐
り
ゆ
た
け
く
山
路
に

臨

ま

る

野

呂

三
枝
チ

朝
も
や
の
附
れ
し
岩
木
の
山
肢

に
残
雪
あ
ら
わ
に
消
し
く
見
ゆ

る

村
山
行
A
H
r
ナ

春
風
に
吹
き
ち
ぎ
ら
れ
て
岩
む

ら
を
潮
し
ぶ
き
飛
ぶ
消
辺
を
行

山
形

礼
子

く去
年
の
秋
建
作
へ
ら
れ
て
浄
き

墓
咲
き
い
で
し
花
夫
と
手
向
く

」一
ト
ぃ
幸
子

花
房
の
中
よ
り
昨
の
羽
音
し
て

帰
り
の
す
ぎ
し
牒
の
花
散
る

番

場

允

映

。
教
育
振
興
会
へ

O
側
西
部
マ
リ
ン
社

(佐
藤
正
三
社
長
)

M
H
ピ
ッ
ク
ボ
l
ト
シ

ョ
ウ
の
益
金
、
五
万
円

。
社
会
福
祉
へ

O
五
所
川
原
料
飲
組
合

(武
田
孝
悦
理
事
長

)
H
ナ
イ
ト
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ボ
y

ク
ス
の
入
金
、
八
万
九
千
六
百
六
卜
七
円
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安
心
で
す
、
水
道
の
水
で
す
、
一っ
ま
い
で
す
。
 

「あ
り
が
と
う
水
道
デ

ー
」
 

六
月
六
日
、
水
道
事
業
所
庁
舎
前
の
広
場
を
会
場
に
行
わ
れ
た
、
 

水
道
事
業
所
と
、西
北
管
工
事
組
合
（
山
口
孝夫
理
事
長
）
共催
の
「水
 

道
デ

ー
」
に
は
、
沢
山
の
市
民
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
 

ハイ、アイスですか 

い
っ
ぱ
い
 

も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
 

津
軽
東
芝
音
響
チ
ー
ム
、
惜
し
く
も
初
戦
で
敗退
 

ー
全
日
本
都
市
対
抗
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大
会
ー
 

九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
日
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
は
、惜
し

本
一
を
競
う
久
光
製
薬
第
三
回
 
く
も
、
初
戦
で
群
馬
県
代
表
の

黒
鷲
旗
全
日
本
都
市
対
抗
九
入
 
伊
勢
崎
排
天
」
に敗
れ
、
全
国

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
優
勝
大
 
一
勝
の
壁
を
の
り
こ
え
る
こ
と

会
（
日本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
 は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

毎
日
新
聞
社
主
催
、
久
光
製
薬
 

黒
滝
昭
弘
監
督
は
「来
年
は
、
 

協
賛
）
が
、六
月
十
一
日
か
ら
十
 
ぜ
ひ
、
ま
た
県
代
表
に
な
って
、
 

四
日
ま
で
大
阪
府
立
体
育
会
館
 
雪
辱
を
果
た
し
た
い
。
市
民
の

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
 
み
な
さ
ん
の
応援
を
お
願
い
い

に
続
き
青
森
県
代
表
と
し
て
出
 
た
し
ま
す
。」
と
語
って
い
ま
し

場
し
た
、
津
軽
東
芝
音
響
男
子
 
た
。
 

第
三
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
 

私
た
ち
の
生
活
に
、
ひ
と
と

き
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
。
「水
道
デ

ー
」
は
、
い
「
で

も
、
安
全
な
水
を
使
え
る
水
道

を
理
解
し
、
関
心
を
高
め
、
感

謝
し
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

会
場
に
は
、
子
供
さ
ん
に
大

人
気
の
、
お
で
ん
、
ア
イ
ス
ク

リ
J
ム
の
他
、
二
級
配
管
技
工

の
実
施
講
習
会
や
、
ト
イ
レ
の

陶
器
展
示
場
コ
ー
ナ
ー
等
も
設

け
ら
れ
、
訪
れ
た
市
民
は
，
係

の
人
に
尋
ね
る
な
ど
、
楽
し
い
 

「水
道
デ

ー
」
とな
り
ま
し
た
。
 
 

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
 

（
応
募
 
ニ八
ニ
点
）
 

※
松
野
木
小
→
（
松
）
、野
里
小
 

→
（
野）
、羽
野
木
沢
小
→
（
羽）
 

に
略
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
 

〇
一
年
金
賞…
松
野
謙
司
（
野）
 

銀
賞

…
外
崎
美
幸

（
羽）
銅
賞

…
成
田
貴
則
（
野
）
入
選
：
・
小

笠
原
大
、
高
橋
一
也
、
工
藤
恵

介
（
以
上
羽
）
佳作
…
伊
藤
和

弥
（
野）
、小
笠
原
望
美
、
三
上

尚
美
（以
上
羽
）
、な
か
が
わ
る

い
こ
（
松
）
 

o

ニ
年
金
賞
…
松
野
祐
輔
（
野）
 

銀
賞
…
渋
谷
彩
水

（
野）
銅

・
・

神
千
晴

（
野
）
入
選；
長
尾
拓

磨
、
奥
寺
貴
彦
、工
藤
慎
士
（以

上
野
）
佳
作
…
三
上
ひ
ろ
と
も
、
 

伊
藤
け
ん
い
ち
（以
上
羽
）
、小

山
内
健
悟
、
秋
元
直
樹

（
以
上

野
）
 

〇
三
年
金
賞

…
長
内
達
矢
（羽
）
 

銀
賞
…
伊
藤
卓
人
（
羽
）
銅
賞

・
・
斎
藤
理
香

（
松
）
入選
：
・
雨

森
清
香
、
白
戸
有
多
（
以
上
羽）
、
 

斎
藤
美
帆
子
（
松
）
佳
作
：・
斎

藤
恭
平
、
長
尾
徹
也
、
中
川
祥

暢

（以
上
松
）
、安
田
知
世
（
野
）
 

O
四
年
金
賞
：
上
藤
美
香
（
野）
 

銀
賞
：
斎
藤
め
ぐ
み
（
松
）
銅
 
 賞

…
伊
藤
明
曙
（
羽
）
入
選

・
・

石
田
淳
悦
、
石
岡
智
子
、
長
尾

武
也
（
以
上
野
）
佳
作
…
土
岐

貴
芳
、
白
戸
信
和
、
成
田
美
紗

子
、
土
岐
安
武

（以
上
野
）
 

〇
五
年
金
賞

！成
田
智
秀
（
野）
 

銀
賞
…
工
藤
と
き
子

（
野）
銅

賞
…
斎
藤
里
美

（
野）
入
選
・
・

・

伊
藤
有
希
子
（
羽
）
、
 高
橋
一

也
、
寺
田
晶
一
 （
以
上
野）
、佳

作
…
小
笠
原
恵

（
野）
、斎
藤
雄

悟
（
松
）
、柳
原
信
秀
、
三
上
利

樹
（
以
上
羽
）
 

皇
ハ
年
金賞
・
血
繰？
真理
子
（
松
）
 

銀
賞
…
長
尾
和
加
奈

（
松）
銅

賞
…
長
尾
渡

（
松）
入
選
…
斎

藤
香
、
松
野
志
保
（
以
上
野
）
、
 

横
嶋
茜

（
松
）
佳
作…
阿
部
裕

介
（
羽
）
、石
岡
信
也
、
須
藤
香

織
、
土
岐
真
弓

（
以
上
野
）
 

＠
作
品
の
展
示
 

▽
期
日
 
七
月
三
日
5
五
日

▽
場
所
 
丸
友
デ
パ
ー
ト

六
階
催
事
場
 

一
般
投
句
入
賞
者
 

＠
川
柳
 

〇
特
選
…
工
藤
富
幸
（
市内
豊

成
）
 

〇
入
選
ー
坂
田
て
る
孝

（
金
木

町
）
、
 千
田
和
央

（
青森
市
）
 

蝦
名
秀
丸

（
市内
田
町
）
 
 

⑥
短
歌
 

o

特
選
…
蝦
名
秀
丸

（
市内
田

町
）
 

〇
入
選

…
白
戸
旬
（
市内
俵
元
）
、
 

斎
藤
由
雄
（
市
内神
山
）
、柳
原

真

（
市内
原
子
）
 

⑨
俳
句
 

〇
特
選
：
奈
良
機
雲
（
青森
市
）
 

〇
入
選
…
桜
庭
焚
子
（板
柳
町
）
、
 

高
橋
藤
枝
（
青森
市
）
、沢
田
一

歩
（
金木
町
）
、新
山
郁
子

（
青

森
市
）
、
 高
橋
健
一
（
金木
町
）
、
 

葛
西
幸
子
（
金
木
町
）
、
松
川
青

雅

（
金
木
町）
、田
中
和
弘
（
市

内
漆
川
）
、
 斎
藤
由
雄
（
市
内

神
山
）
、
 成
田
慶
淳
（
板
柳
町）
、
 

蝦
名
秀
丸

（
市内
田
町
）
、
 一
一一

和
算
村
（
市内
松
島
町
）
、
 長

内
加
寿
枝

（
青森
市
）
、
 泉
美

香

（
市内
神
山
）
 

o

金
賞

i
尾
崎
尚
白

（鯵
ケ
沢

町
）
〇
銀
賞
…
米
塚
稔
（
市内

み
ど
り
町
）
、
 吉
岡
良
浩

（
市

内
川
山
）
o
銅
賞

…

神
与
助
 

（
青森
市
）
、
 増
田
譲

（
札
幌

市
）
、
 五
十
嵐
智
成

（
中郡
岩

木
町
）
〇
佳
作
…
 
工藤
勝
弘
 

（鶴
田
町
）
、
 太
田
良
樹

（
市

内
毘
沙
門
）
、
 三
上
貢

（
弘
前

市
）
、
 渋
谷
信
民

（
弘前
市
）
、
 

猪
股
慶
三

（
青森
市
）
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安
心
で
す
、
水
道
の
水
で
す
、
う
ま
い
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
、
ひ
と
と

き
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
。
「
氷
道
デ
l
」
は
、
い

つ
で

も
、
安
全
な
水
を
使
え
る
水
道

を
理
解
し
、
関
心
を
高
め
、
感

謝
し
て
い
た
だ
く
日
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
千
供
さ
ん
に
大

人
気
の
、
お
で
ん
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
他
、

二
級
配
壮
行
技
工

の
実
施
講
押
会
や
、
ト
イ
レ
の

陶
器
展
示
場
コ
ー
ナ
ー
等
も
設

け
ら
れ
、
訪
れ
た
市
民
は
、
係

の
人
に
尋
ね
る
な
ど
、
楽
し
い

「中
小
道
デ
l
」
と
な
り
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
水
道
デ
l
」

六
月
六
日
、
水
道
事
業
所
庁
舎
前
の
広
場
を
会
場
に
行
わ
れ
た
、

水
道
事
業
所
と
、
西
北
管
工
事
組
合
(
山
口
孝
夫
理
事
長
)
共
催
の
「
水

道
デ
|
」
に
は
、
沢
山
の
市
民
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

アイスですか/、イ、

い
っ
ぱ
い

も
ら
っ
ち
ゃ
っ
た

第
三
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り

賞
・
:
伊
藤
明
暗
(
羽
)
入
選
・
:

石
田
淳
悦
、
石
岡
智
子
、
長
尾

武
也
(
以
上
野
)
佳
作
・
:
土
岐

貴
芳
、
白
戸
信
和
、
成
田
美
紗

子
、
土
岐
安
武
(
以
上
野
)

O
五
年
金
賞
-
-
-
成
田
智
秀
(
野
)

銀
賞
工
藤
と
き
子
(
野
)
銅

賞
:
・
斎
藤
里
美
(
野
)
入
選
・
:

伊
藤
有
希
子
(
判
)
、
高
橋

一

也
、
寺
田
晶

一
(
以
上
野
)
、
佳

作

小

笠
原
志
(
野
)
、
斎
藤
雄

栴
(
松
)
、
柳
原
信
秀
、

三
上
利

樹
(
以
上
羽
)

O
六
年
金
賞
・
e
-

消
野
真
理
子
(
松
)

銀
賞
長
尾
和
加
奈
(
松
)
銅

賞
:
・
長
尾
渡
(
松
)
入
選
斎

藤
香
、
松
野
志
保
(
以
上
野
)
、

横
嶋
茜
(
松
)
佳
作
・
:
阿
部
裕

介
(
羽
)
、
石
岡
信
也
、
須
藤
香

織
、
土
岐
真
弓
(
以
上
野
)

。
作
品
の
展
示

マ
期
日

七
月
三
日

i
五
日

マ
場
所

丸
友
デ
パ
ー
ト

六
階
催
事
場

国
随
闘
関
岡
圃

@
川
柳

O
特
選

工
藤
富
幸
(
市
内
壁

成
)
O
入
選
:
坂
田
て
る
孝
(
金
木

町
)
、
千
田
和
央
(
宵
森
市
)

蝦
名
秀
丸
(
市
内
田
町
)

(応
募
二
八
二
点
)

※
松
野
木
小

i
(松
)
、
野
里
小

↓
(
野
)
、
羽
野
木
沢
小
↓
(
羽
)

に
略
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
O

一
年
金
賞

松
野
謙
司
(
野
)

銀
賞
:
・
外
崎
美
幸
(
羽
)
銅
賞

:
・成
田
貴
則
(
野
)
入
選
:
小

笠
原
大
、
高
楠
一
也
、
工
藤
恵

介
(
以
上
羽
)
佳
作
・
:
伊
藤
和

弥
(
野
)
、
小
笠
原
望
美
、

三
L
し

尚
美
(
以
上
羽
)
、
な
か
が
わ
る

い
こ
(
松
)

O
二
年
金
賞
・
松
野
祐
輔
(
野
)

銀
賞
・

・
渋
谷
彩
水
(
野
)
銅

神
千
晴
(
野
)
入
選
・

長
尾
拓

磨
、
奥
寺
貴
彦
、
工
藤
慎
士
(
以

上
野
)
佳
作
:
・
三
上
ひ
ろ
と
も
、

伊
藤
け
ん
い
ち
(
以
上
羽
)
、
小

山
内
館
栴
、
秋
元
直
樹
(
以
上

野
)
O
三
年
金
賞
:
・
長
内
達
矢
(
羽
)

銀
賞
:
・
伊
藤
卓
人
(
羽
)
銅
賞

i
斎
藤
理
香
(
松
)
入
選

雨

森
市
呑
、
白
戸
有
多
(
以
上
羽
)
、

斎
藤
美
帆
子
(
松
)
佳
作
:
斎

藤
恭
平
、
長
尾
徹
也
、
中
川
祥

暢
(
以
上
松
)
、
安
田
知
世
(
野
)

O
四
年
金
賞
:
工
藤
美
香
(
野
)

銀

賞

斎

藤
め
ぐ
み
(
松
)
銅

@
短
歌

O
特

選

蝦

名
秀
丸

(市
内
同

町
)
O
入
選

・
白
戸
句
(
市
内
俵
元
)
、

斎
藤
由
雄
(
市
内
神
山
)
、
柳
原

真
(
市
内
原
子
)

。
俳
句

。
特
選

奈
良
機
雲
(
青
森
市
)

O
入
選
・-e
桜
庭
焚
子
(
板
柳
町
)、

自
橋
藤
枝
(
青
森
市
)
、
沢
田

一

歩
(
金
木
町
)
、
新
山
郁
子
(
青

森
市
)
、
高
橋
健
一
(
金
木
町
)、

葛
西
幸
子
(
金
木
町
)
、
松
川
h
H

維
(
金
木
町
)
、
問
中
和
弘
(
市

内
漆
川
)
、
斎
藤
由
雄
(
市
内

神
山
)
、
成
田
慶
淳
(
板
柳
町
)
、

蝦
名
秀
丸
(
市
内
田
町
)、

一一

和得一
村

(
市
内
松
島
町
)
、
長

内
加
寿
枝
(
青
森
市
)
、
泉
美

香
(
市
内
神
山
)

O
金
賞

・
尾
崎
尚
白
(
鯵
ケ
沢

町
)
O
銀
賞
e

e

米
塚
稔
(市
内

み
ど
り
町
)
、
育
岡
良
池
山
(
市

内
川
山
)

O
銅
賞
・
:
神
与
助

(
青
森
市
)
、
増
田
誠
(
札
幌

市
)
、
五
十
嵐
智
成
(
中
郡
山
山

木
町
)

O
佳
作

:
工
藤
勝
弘

(
鶴
田
町
)
、
太
問
良
樹
(
市

内
毘
沙
門
)
、

三
上
貢
(
弘
前

市
)
、
渋
谷
信
民
(
弘
前
市
)
、

猪
股
慶
三

(
青
森
市
)
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森惰くん（栄） 

風かおる 6 月14日、北斗グラン

ド及びジョギングコースを会場に、 

市民341人が参加しての第 3 回虫

おくり健康マラソン大会。 

いい汗かいて、気持ちもさっぱり。 

一
組
目
、
ス
タ
ー
ト
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あ
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フ
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イ
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ァ
イ
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（敬
称
略
）
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⑥
小
学
生
▽
五
年
（
男
）
①
山

谷
徹
（
一
野
坪
小
）
②
成
田
篤

史
（
梅泉
小
）
③笹
森
崇
充
（
七

ッ
館
小
）
④
三
浦
康
隼
（
鶴
ケ

岡
小
）
⑤
鰐
田
貴
彦
⑥
大
西
亨
 

（
以
上
南小
）
▽
同

（女
）
①
成

田
真
代

（鶴
ケ
岡
小
）
②
川
口

綾
子
（
梅
泉
小
）
③
古
坂
真
由

美
（
柏小
）
④
三浦
恵
久
美
（
鶴

ケ
岡
小
）
⑤
メ
ロ
デ
ィ
・
ミ
チ
 

・

ウ
ィ
ル
ソ
ン

（
五小
）
⑥
小

坂
弥
久
（
松
島小
）
▽
六
年
（男
）
 

①
高
杉
竜
也
（
一
野
坪
小
）
②

宮
越
正
幹
（
五
小
）
③
小
関
健

介

（柏
小
）
④
長
尾
裕
士
（
鶴

ケ
岡
小
）
⑤
鹿
内
隆
範
（
梅
泉

小
）
⑥
三
上
慶
浩
（
中
央
小
）
 

▽
同
（女
）①
山
川
祐
美
子
（
五

小
）
②
小
山
内
美
咲
（
中央
小
）
 

③
小
野
泉
（
鶴
ケ
岡
小
）
④
笠

井
聖
子
（
中
央
小
）
⑤
岩
谷
暁

子
（
五
小
）
⑥
円
山
亜
美

（梅

泉
小
）
 

⑨
中
学
校
▽
一
年
（
男
）
①
小

笠
原
大
樹
②
奈
良
岡
大
樹
（
以

上

一
中
）
③
佐
藤
正
孝
（
三中
）
 

▽
同

（女
）
①
伝
法
敦
子
（
一
 
 中

）
②
長
谷
川
麻
里
太
》
中
村

伊
公
子
（
以
上
三
中
）
マ
ニ
年
 

（男
）
①
福
士
新
太
郎
②
川
口

健
③
鎌
田
裕
毅
（
以
上
三
中
）
 

▽
同

（女
）
①
成
田
清
野
②
須

藤
し
の
ぶ
③
小
鹿
朝
美
（
以
上
 

」
弔
）
マ
三
年
（
男
）
参
加
者

な
し
▽
同

（女
）
①
斎
藤
友
紀
 

「
一
弔）
 

⑨
高
校
生
以
上
3
0歳
以
下
（男
）
 

①
小
鹿
明
義
（
五
一
高）
②
佐

藤
昭
浩
（
五
工
高
）
③
其
田
明

人
▽
同
（
女
）
①
山
口
一
代
②

シ
ャ
ロ
ン
・
ケ
リ
ー
・マ
ッ
カ
 

ー
ス
ィ
③
小
宮
恵
子
 

▽
3
1歳
以
上
4
5歳
以
下
（
男
）
 

①
三
浦
恒
一
②
成
田
正
寿
③
対

馬
武
美
▽
同

（女
）
①
池
田
芙

美
孟
》
藤
田
雅
子③
七
戸
光
子

⑥
4
6歳
以
上
5
5歳
以
下
（
男
）
 

①
村
上
成
士
②
乗
田
博
士
箇
池

田
正
儀
▽
同
（
女
）
①
吉
崎
キ

ン
②
三
浦
久
ュ
⑤
池
田
和
枝

⑥
5
6歳
以
上
（
男
）
①
三
上
馨

②
古
川
勇
一
③
敦
賀
又
四
郎
▽

同
（
女
）
①
田
中
初
枝
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風かおる 6月 14日、北斗グラン

ド及びジョギングコースを会場に、

市民34 1人が参加しての第3回虫
おくり健康マラソン大会。

いい汗かいて、気持ちもさっぱり。

点併
勝
抑
揚
撒

フ
ァ
イ
ト
/
フ
ァ
イ
ト
/

あ
ー
っ
か
れ
た
!

。
小
学
生
マ
五
年

(男
)
①
山

谷
徹

二

野
坪
小
)
②
成
田
篤

史
(
梅
泉
小
)
③
笹
森
崇
充

(七

ツ
館
小
)
④
三
浦
康
隼
(
鶴
ケ

岡
小
)
⑤
鰐
田
食
産

ψ
大
西
亨

(
以
上
南
小
)マ
同

(女
)
①
成

田
真
代

(鶴
ケ
岡
小
)
②
川
口

綾
子

(梅
泉
小
)
③
古
坂
真
由

美
(
柏
小
)
④
三
浦
恵
久
美

(鶴

ケ
岡
小
)
⑤
メ
ロ
デ
ィ

・
ミ
チ

・
ウ
ィ
ル
ソ

ン

(
五
小
)
⑥
小

坂
弥
久
(松
島
小
)
マ
六
年
(男
)

①
高
杉
竜
也

(一

野
坪
小
)
②

宮
越
正
幹

(五
小
)
③
小
関
健

介

(柏
小
)
④
長
尾
裕
士

(鶴

ケ
岡
小
)
⑤
鹿
内
隆
範

(梅
泉

小
)
⑥
三
上
慶
浩

(中
央
小
)

マ
同
(女
)
①
山
川
祐
美
子

(五

小
)
②
小
山
内
美
咲
(
中
央
小
)

③
小
野
泉

(鶴
ケ
岡
小
)
④
笠

井
聖
子

(中
央
小
)
⑤
岩
谷
暁

子

(五
小
)
⑥
円
山
亜
美

(梅

泉
小
)

。
中
学
校
マ
一
年

(男
)
①
小

笠
原
大
樹
②
奈
良
岡
大
樹

(以

上

一
中
)
③
佐
藤
正
孝
(
三
中
)

マ
同

(女
)
①
伝
法
敦
子

(一

中
)
②
長
谷
川
麻
里
平
③
中
村

伊
公
子

(以
上
三
中
)
マ
二
年

(男
)
①
福
士
新
太
郎
②
川
口

健
④
鎌
田
裕
毅

(以
上
三
中
)

マ
同

(女
)
①
成
田
消
費
①
須

藤
し
の
ぶ
③
小
鹿
朝
美

(以
上

三
中
)
マ
三
年

(男
)
参
加
者

な
し
マ
同

(女
)
①
斎
藤
友
紀

(三
中
)

。
高
校
生
以
上
初
歳
以
下
(男
)

①
小
鹿
明
義

(五

一
高
)
②
佐

藤
昭
浩

(五
工
高
)
③
其
田
明

人
マ
同

(女
)
①
山
口

一
代
②

シ
ャ
ロ

ン
・
ケ
リ
l
・
マ
ッ
カ

l
ス
ィ
③
小
宮
恵
子

マ
引
歳
以
上
品
歳
以
下

(男
)

①
三
浦
恒

一
②
成
田
正
寿
③
対

馬
武
美
マ
同

(女
)
①
池
田
芙

美
平
②
藤
田
雅
子
③
七
戸
光
子

。
柑
歳
以
上
回
歳
以
下

(男
)

①
村
上
成
+
⑤
乗
田
空
⑤
池

田
正
儀
マ
同

(女
)
①
吉
崎
キ

ン
②
三
浦
久
平
③
池
田
和
枝

o
m歳
以
上

(男
)
①
三
上
馨

②
古
川
勇

一③
敦
賀
又
四
郎
マ

同

(女
)
①
田
中
初
枝

ス
タ
ー
ト
/

ゴールゃったア/

宣誓/

森惰くん(栄)



寧妥 7コ了でコ二電熱，、喜三二建 'I 

に＜藩 

敏川感いったい、 
どうしたととでし＆うe 

こ
の
ま
ま
だ
と
 

み
ん
な
に
迷
惑
。
 

風
雨
に
晒
さ
れ
、
 

お
子
さ
ん
の
自
転
車
 

泣
い
て
い
る
。
 

‘
 
だ
自
転
車
。
 

、
 

お
子
さ
ん
と
 
仲
よ
く
遊
ん
 

あなたもテニス（硬式）をしてみませんか．ノ 

初心者が大どり！,いる中、 みんなにぎやかに楽し 

くやっています。あなたも是非参加してみてく 

ださい。上達まちがいなしです．ノ 

）対象 年齢性別不問、初心者大歓迎．ノ 

ン場所 （外）市営テニス場（内）市民体育館 

ン時間 毎週Jく、木曜日午後 6時～9日寺 

ン費用 無 半斗 

※ラケットはできれノば各自でご用意ください。 
み ’っぐ 

＞コーチ 太田美亜（ラニニス歴 8 年）他 

ン問い合わせ 勤労青少年ホーム（"34 -3602) 

不法投棄はやめましよう。 

きれいな環境をつくるのはあなたです。 

@）ゴミは決められた日に、」然えるゴミ、燃えな

いゴミに分けて出して下さい。 

市民講座受講生募集 
＞対象者 滴支市民及び北辰大学学級生

レ日時 7月 8日（水）午後1時～2時

レ場所 市中央公民館大ホール 

レ講師 冨田重照先生（冨田胃腸科内科医院長） 

レテーマ 「楽しい老後を」 

レ募集人員 350名 

レ募集期間 7月 6日まで

＞申し込み方法 電話で住所・氏名をお知らせ 

ください。 

＞申し込み及び問い合わせ先 

市中央公民館（合⑩6 056番）へどうぞ。 

農業青年現地学習会参加者募集 
津軽西北五広域市町村圏協議会 

ン日時 II勺戎 4年 7月23日（木）午前 8時30分 

レ集合場所 鶴田町役場前 

>内容 

①先進農家訪問（施設きゆうり、やまのいも、 

りんご） 

②学習会「農薬の開発わこ況と今後の方向」 

③情報交換会（懇親会） 

ン協力 五所川原地区農業経営士会、青年農業 

士会 

ン問い合わせ先 五所川原月」l区農業改良普及所 

(TEL 35-5719) 

「虫おくり」が 

市指定無形文化財に指定 
当市で、毎年夏まつりの行事として行われて

いる「虫おくり」は、津軽の奇祭として全国的に

注目されておりますが、このたび、市文化財審

議委員会議の答申を経て、市教育委員会委員会

議において市指定無形文化財に指定されました。 

レ指定した文化財の種別 

民俗（市無形文化財） 

＞指定した文化財の名称 「虫おくり」 

＞指定年月日（告示年月日） 

平成4年6月 8日 

レ文化財の保存団体の名称及び住所 

五所川原市虫おくり保存会 

会長 川村恒儀（五所川原商工会議所会頭） 

住所 五所川原市字岩木町12番地 

, 
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市民講座受講生募集
c>対象者 一般市民及び北辰大学学級生

c>日時 7片8fl (水)午後 1 時~2n寺

c>場所 市rl'央公民館大ホール
じ〉講師冨In91照先生(冨田胃腸科内科医院長)
c>テーマ 「楽しい老後をJ

b募集人員 350名

c>募集期間 7月6f1まで

じ〉申し込み方法 電話で住所・氏名をお知らせ

くださいo

b申し込み及び問い合わせ先

市中央公民館 (B@6056番)へどうぞ。

あなたちテニス(硬式)をしてみませんか/

Z喝匙

農業青年現地学習会参加者募集
津軽西北五広域市町村圏協議会

じ>日時 平成4年 7月23日(木)午前8時30分

b集合場所 在13出町役場一前

じ〉内容

①先進農家訪問(J抱設きゅうり、やまのいも、

りんご)

②学習会「股誕の開発状況と今後の方向」

③情報交換会(懇親会)

b協 力 五所川原地区農業経営士会、青年農業

上会

b問い合わせ先

初心身が大勢いる中、みんなにぎやかに楽し

くやっています。あなたも是非参加してみてく

ださい。 ヒ達まちがいなしです/

仁〉対象 年齢性別不問、初心者大歓迎/

b場所 (外)市営テニス場(内)市民体育館

仁〉 時間毎週火、木曜日午後 6 時~9 時

じ〉費用無料

※ラケットはできれば各自でご用意ください。

仁>コーチ 太田美亜(テニス歴8年)他

じ〉問い合わせ 勤労青少年ホーム(宮34-3602)

五所川原地区農業改良普及所

(T E L 35-5719) 

「虫おくりJ が

市指定無形文化財に指定
当市で、毎年夏まつりの行事として行われて

いる「虫おくり」は、津軽の奇祭として全国的に

注目されておりますが、このたび.市文化財審

議委員会議の答111を経て、市教育委員会委員会

議においてrli指定無形文化財に指定されました。

お
子
さ
ん
と

だ
自
転
車
。

こ
の
ま
ま
だ
と

みム
風ん
雨な
』こ tこ
日西Ei迭
さ惑
才し 。

f>指定した文化財の種別

民俗(市無形文化財)

じ〉指定した文化財の名称

仲
よ
く
遊
ん

お
子
さ
ん
の
自
転
車

泣
い
て
い
る
。

じ>指定年月日(告示年片日)

平成4jlミ6月8H

じ>文化財の保存団体の名称及び住所

二五所川原/ii虫おくり保存会

会長 川村↑]-[{主 (+i.所川J忠商」会議所会頭)

{J二日IT 五所川原市字坑木II1Tl2番地

「虫おくり」

不法投棄はやめましょう。

きれいな環境をつくるのはあなたです。

燃えな。コ、ミは決められた Hに、燃えるゴミ、

いコ、ミに分けて/1¥して下さい。
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「正調ねぷたばやし」講習会
皆さんふるってご参加下さい 

ン日程 7 月20日（月）-7月24日（金） 

午後 7時～9I寺 

ン場所 産経会館5階会議室 

〇笛と太鼓の基礎から始めますので、初心者 

の方もどうぞおいで下さい。 

0笛については使いなれたものをご持参下さ 

" 、0  
〇参加料は無料て十す。 

＞問い合わせ 商工観光課（内線260) 

「七・十ナ,z、＋・十古士 .Il、 
’の 9 'd、つノ、ハ、双Jvノ 

打ち手になってみませんか 
一 	虫おくりと火まつり」に、「あすなろ大太鼓」 

’ の、迫力は欠かせません。 

あなたも」丁ち手になって、 まつりを、 どーん 

と楽しんでみませんか。 

レ日時 7 月27日（月）-7月31日（金） 

午後 5時30分～午後 7 時（市図書館前） 

レ出 j寅日 8月 4 日（火）と 8月 7 日（金）の 2 日間 

ン募集人員 20名。男女は問いません。健康で 

2 日間出演できる方。 

ン申し込み締め切り日及び申し込み先 

平成 4年7月15日（水） 商工観光課（内線260) 

＞経費等 ①出演料は支給しません。 

②ハッピは貸与します。 

③足袋・草履・ショートパンツ・軍手・ 

サラシ・豆しぼりは支給します。 

民謡教室「ニュー盛会」会員募集 
民謡で心も体もリフレッシュノ 

ー ン日時 毎週木曜日、午後 7時～9時 

▼ ン場所 二五所川原市中央公民館 

ン受講料 無 米斗 

＞講師 西北五民俗芸能連合会長 

長尾武一 雪35-3371 
⑥初めての方でも大丈夫（大歓迎) みんなで楽し〈唄いましよう。 

交通安全は家庭から 

塞週窃故露混 
（平成4年6月20日現在） 

五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 
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	 ドアしめてベルトしめて気をしめて 

毛越寺あやめ祭りと平泉史跡めくり 
ト日日寺 7 月12日（日） 

トコース 

五所川原中三デパート前発 6 : 30～鶴田～ 

板柳～藤崎～厳美渓～達谷窟～毛越寺、宝 

物館～あやめ祭り～レストハウス（昼食）~ 
さんニうぞう 

讃衡蔵～中尊寺本堂～月見坂～藤崎～五所

川原中三デパート前着19 】 00 
ト集合時間・場戸斤 五所川原中三デパート前 

午有fT6:30 
ト会費 8,200円（昼食・現地ガイド料・見学料込み） 

ト申し込み先 青森県歴史の道整備促進協議会

事務局（雪0l 77一22-9020) 
ト申し込み締め切り 7月10日（金） 

ト申し込み受付時間 午前8時30分～午後 4日寺

まで、（「~日雀 Ii、 祝 H 除く） 

親子陶芸教室 
夏休みに作陶と窯焚きを体嶋金してみませんか 

レ期日 製作 	7月26日（日）10- 3日寺 

窯焚き 	8月8-. 9日（土、日）時間は後程 

ン場所 津軽金山焼 

ン参加費 1メ、1 ,000円 

ン申し込み期限 7 月20日（月） 

D申し込み先 （有）津軽金山焼 雪29 -3350 
後援 五所川原市教育委員会 

津軽金山焼初級講座受講生募集 
津軽西北五地域市町村圏協議会 

本格的に陶芸の道を志す方、 大歓迫lします 

ン期間 8月～11月（毎週土曜日午後1時～4時） 

ン場所 市内金山 津軽金山焼 

ン申し込み期限 7月31日（金） 

ン募集人員 10名 

）申し込み先 （有）津軽金山焼 ＝29 -3350 

国民年金に任意加入できます 
20歳以上60歳未満で 

①海外に居住する日本国民 

②厚生年金制度の老齢給付の受給権者 

③各種共済組合の退職給付の受給者 

は希望す才叫ボ国民年金に加入することができます。 

また、60歳以上65歳未満の人でも年金の受給 

資格期間を満たせない人や、過去に保険料の未納 

期間があり、満額の老齢基礎年金を受けるには、 

保険料納付期間が不足している人は任意加入し 

て保険料を納めることができます。 

ン問い合わせ 国保年金課（内線265.258) 
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「正調ねぷたばやしJ 講習会
皆さんふるってご参加下さい
b日程 7月20日(月 )~7 月 24 日(金)

午後 7 時~9 時

b場所産経会館5階会議室

。笛と太鼓の基礎から始めますので、初心者

の方もどうぞおいで下さい。

0笛については使いなれたものをご持参下さ

レ、。

0参加料は無料です。

b問い合わせ 商工観光課(内線260)

「あすなろ大太鼓」の
打ち手になってみませんか
「虫おくりと火まつり」に、「あすなろ大太鼓」

の、迫力は欠かせません。

あなたも打ち手になって、まつりを、どーん

と楽しんでみませんか。

b 日時 7 月 27 日 ()J)~7 月 31 日(金)

午後5時30分~午後 7時(市凶書館前)

じ〉出j寅臼 8月 4日(火)と 8月 7日(金)の 2日l/rJ

じ>募集人員 20名。男女は11恥 、ません。健康で

2日間出演できる方。

b申し込み締め切り臼及び申し込 み先

平成4年 7月15日(ぷ) 商て観光課(内線260)

b経費等 ① 出演料は支給しません。

②ハッピは貸与します。

③足袋・草履・ショートパンツ・軍手・

サラシ・豆しぼりは支給します。

民謡教室「ニュー盛会J会員募集
民謡で、心も体もリフレッシュ1-

じ> 日時毎週木曜日 、 午後 7 時~9 時

じ〉場所 五所川原市中央公民館

じ〉受講料 無料

仁〉講師 西北五民俗芸能連合会長

長尾武一 宮35-3371

。初めての方でも大丈夫(大歓迎Lみんなで楽しく唄いましょう。

交通安全は家庭から

県 内 五所川原市管内

づE生 3" 2 7 3 151 
(-116) (+ 1) 

死者
63 4 
(+ 7) (+3) 

傷者 3" 930 172 
(-204) (-16) 
‘._._..・"""

ドアしめて ベルトしめて気をしめて

毛越寺あやめ祭りと平泉史跡めぐり
惨日日寺 7刀12日(日)

惨コ ース | 

五所川原tド三デパート前発6 : 30~鶴岡~

板柳~藤崎~厳美渓~遠谷窟~右越寺、宝 .

物館r............あやめ祭り~レストハウス(昼食)~ ・
占んこうそフ

讃衡蔵~中尊寺本堂~月比坂~藤11府~五所

川原中三デパート前着19・00

'集合時間 ・場所 五所川原中三デパート前

午前6 : 30 

'会費 8，200円(昼食 ・現地ガイドキ千・兄γ:料込み)
砂申し込 み先 庁森県歴史の道挫備促進協議A

"Jτ務局(宮 0177-22-9020)

砂申し込み締め切り 7月10I=l (金)

惨申し込み受付時間 午前8時30分~午後4時

まで(日曜日 、祝 同除く) 1 

親子陶芸教室
夏休みに作陶と窯焚きを体験し てみませんか

じ>期日 製作 7 月 26 日(日 )10~ 3時

黛焚き 8月8、9日(土、日)時間は後程

じ>場所 津軽金111焼

じ〉参加費 1人 1，000円

b申し込み期限 7月20日(}-J)

c>申し込み先 (有)津軽金山焼 宮29-3350

後援五所川原市教育委員会

「津軽金山焼初級講座受講生募集1
津軽西北五地域市町村圏協議会

本格的に陶芸の道を志す方、大歓迎します

じ〉期間 8 月 ~ll月(毎週土曜日午後1時~4目的

じ〉場所 市内金111 津軽金山焼

じ>申し込み期限 7月31日(金)

じ〉募集人員 10名

じ〉申し込 み先 (有)津軽金山焼 宮29-3350

国民年金に任意加入できます
20歳以上60歳未満で

①海外に民住する日本同氏

②j半生年金制度のぞ齢給付の受給権-f?i"

③各種共済組合の退職給付の受給者

は希製すオu立、国民年金に加入することがで-きますo
また、 60歳以上65歳未満の人でも年金の受給

資格期間を満たせない人や、過去に保険料の未納

期間があり、満額の老齢茶礎年金を受けるには、

保険料納付期IUJが不足している人は任怠カ11人し

て保険料を納めることができます。

!>問い合わせ |国保年金I~ (1人]線265、258)
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、  市役所 f35 ユ111  

、 ［福祉機器を貸与しますコ 

みんなの健康教室 
「死をみつめて」 

今を如何に生きるか × 
今月のみんな 0H建康教室は、中村整形外科病

院長の中村先生をチェアマンに「死をみつめて」 

のテーマで、次の講師の皆さんを迎え、パネル

ディスカッショ ンおよびフリー トーキング形式

で行います。 特に若い世f七の皆さんの参加をお

待ちしています。 

レラ二ーマ 「死をみつめて」（今を如何に生きるかノ） 

ン講師 柿嶋 正哲先生（玄光寺住職） 

小山内修導先生（願昌寺住職） 

小山田顕裕先生（法永寺副住職） 

清野 昌邦先生（長円寺住職） 

斎藤 和彦先生（神明宮宮司） 

葛西 恒悦先生（旦慧 I)5るみト熱悪 
仁‘lIどコ I上土リしノしコニ、五所川原教会牧師ノ 
安斎 栄一先生（西北中央病院産婦人科長） 

中村登喜雄先生（中村整形外科病院長） 

レ日時 7 月24日（金） 午後 1時より 
（今回に限り 1時間30分程度） 

＞場所 市保健センター 

レ主催 北五医師会・ili保健協議会 

喰VJ op「愛の献血」にこ協力を’コ 
期 日 時 	間 場 	所 

7 月10日 
（金） 

午前10時から 
午前11時30分まで 漆川 

日立東部セミコンダクタ 
午後 1時から 

午後 3 時まで 
津軽工場敷地内 

市税の納期は次のとおりです 
固定資産税、 h一一ー ニニご＝ nJ= I - -r,_L ） 第 2 期
都市計画税ノ 7'J 一 IvJ 

国民健康保険税…第 1 期
＜納期は 7月31日＞ 

☆公園管理センター事務所が移転しました。 

新事務所 市内柳町57の7 (I日水道事業所跡） 

= 34 -9555 
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q主みよい福1止のまちづく り」 事業の一環と 

して、市では次の機器を障害者等に対して貸与一 

します。 

レ貸与対象者 在宅障害者 

レ貸出用機器 車椅子（肢体不自由） 

通信用ファックス （聴覚） 

レ貸出期間 福祉二施設等への入所、その他の理 

由により機器を」必要としなくなった時まで。 

レ貸借料 無料 

D借受け人の負担 福祖二機器の設置料、諸経費、 

故障の修理代。 

＞申請場所 福祉事務所‘福祉課（内線 286) 

母子家庭等のみなさん 
「I主班碧ま呑14昌＊昼杏枚三正‘ 

I本原貝不凸1り：又：不口貝佃肩」U 

の更新です。 
市では、戸斤得の少ない母子家庭等の医療費の 

‘負担を軽減することにより、母子家庭等の福祉

の土曽進を図ることを目的とした制度を実施して

います。 

）更新手続 （すでに受給されている方は、次

のものをご持参の上おいで可ぐさい） 

イ． 受給資格証 ロ． 保険証 ハ． 印鑑 

レ期間 平成 4 年 7 月 6 日～平成 4 年 7 月20日

レ新規申請手続 （新規の方は次のものをご持参下さい） 

イ．保険証 ロ． 印鑑 

ン丸「象者 

イ． 母子家庭の母が扶養する児童および父母

のない児童（満18歳まで’) 

ロ． イの児童を養育する母（但し自己負担1,000円） 

※新規申請は随時受イ寸しております。 

レ間い合わせ 福ネ止事務所．福祉：課（内線243) 

/- 

あなたもアート（ART）の世界へ 

『市民絵画教室』 
D講 師 伊藤正規画伯をお招きしています。 

＞と き 7 月30日休)~ 8 月 1日（土）の 3 日間 

ともに、午前10時～午前 3 時まてる 

レところ 市立図書館 2 階 

レ講 師 伊藤正規画伯 （梅田出身、日展会員、 

光風会評議員、日本美術家連盟会員） 

レ内 容 洋画、水彩画、素描 

ン受講料 無料（ただし、用具等は各自持参のこと） 

ン対象者 中‘高校生・一般 

レ申し込み 7 月23日（木）まで’ 

市教育委員会‘社会教育課（内線250) 
	 ノ 

イ乞月菱育 

i 

71月支斉

市役所合35-2官官官

みんなの健康教室

「 「死をみつめて~/-...4-$ :z -1-.¥ ~_ 1 
今を如何に生きるか__j

今月のみんなの健康教室は、中村整形外科病

院長の中村先生 をチェアマンに 「死をみつめて」

のテーマて¥ 次の溝師の持さんを迎え、 パネ ル

ディスカッションおよびフ リートーキ ング 形式

で行います。 特に若い世代の皆さんの参加をお

千寺ちしています。

c>テーマ r7Eをみつめて_j(今を知何に生きるか/)

c>講師 柿 l時正皆先生 (玄光寺住戦)

小山内修導先生 (願品、干住職)

小山田顕裕先生(法水、持リ住職)

山野 昌邦先生(長川岸{主戦)

斎藤和彦先生(神明宮宮liJ)

お西 阻|党先生 (li杭|品文25alj)
安斎 栄一 先生(州t小央病院産品，:.人科長)

中村登喜雄先生 ("，村整形外科病院長)

c>日時 7月24[1(鉛午後日時より
(今回に限り 111判剖30分科度)

c>場所 市保健センター

c>主催北71.医師会 ・市保健協議会

しを2今「愛の献血J，こご協力をyJ
時間|場所

午前10時から | 
午前11刷紛れ|漆川

1 11立点部セミコンダクタ
午後 111キから ilt経工場敷地内
午後 311キまで

市税の納期は次のとおりです ;

固定資産税、
)第2期 !都市計画税J ~ ... ，.，. i 

国民健康保険税・・・第 1期 i 

く納期は 7月31日> I 
大公園管理セン タ一事務所が移転しま した。

11 

新事務所 市内柳町57の7(111亦道事業所跡)

合 34-9555

L福祉機器を貸与します」
「住みよい福祉のまち づくり」事業の一環と

して、 市では次の機慌を障害者等に対 して貸与

します『。

c>貸与対象者在宅障害者

c>貸出用機器 車柿子 (肢体不自由)

通信用ファック ス(聴覚)

じ〉貸出期間 福祉施設等への入所、その他の理

由により機器を必要としなくなった時までo

b貸借料無料

c>借受け人の負担 福祉機掃の設置料、 諸経費、

故障の修理代。

c>申請場所 福祉事務所.福祉課 (内線 286)

母子家庭等のみなさん
「医療費給付受給資格証」

の更新です。
市では、所得の少ない母子家庭等の医療費の

負担を軽減することにより 、母子家庭等の福祉

の増進を凶ることを目的とした制度を実施して

います。

c>更新手続 (すでに受給されている方は、次

のものをご持参の 1-.おいで下さい)

イ.受給資格証ロ.保険証ハ.印鑑

c>期間 平成 4年 7月 6日~平成 4年 7月20円

c>新規申請手続 (新規の方は次のものをご持参下さい)

イ.保険証ロ.印鑑

c>対象者

イ.母子家庭の母が扶養する児童および父母

のない児盗(満18蔵まで)

ロ. イの児童を養育する母 (但し自己負担1，000円)

※新規申請は随H、子受付しております。

c>問い合わせ 福祉事務所.福祉課 (内線 243)

E署員FÆ，泊温冨置a・t・・mUli~・

『市民絵画教室』
1>講師 伊厳正規l函伯をお招きしていますo

bとき 7J J 30ll(木)- 8 JJ 1 11(1:)の 311問

ともに、午前1011、子~午前 311:干まで

1>ところ 市立[:;.:[，r~館 2 階

b講師 伊厳正規画伯 (侮回出身、 1::1展会員、

光j瓜会評議員、日本美術家連照会員)

1>内容 洋l問、水彩l百l、素摘
1>受講料 無料 (ただし、用具等は各自持参のこと)

1>対象者 '1'・高校生・ 一般
1>申し込み 7 J J 2311(本)まで

市教育委員会.社会教育課 (内線250)



イべント案内 

第 1会場（五所』源市広域新農業
センター，五所川原市営毘沙門牧場） 第 2会場（菊ケ丘運動公園） 

7 月 4 日（土） 7 月 5 日（日） 7 月 5 日（日） ●カメラ今昔展

石川清一氏所
有のカメラこコ
レクション 

7月1日 
~19日

歴史民族資
料館 

●五所川原 
文学散歩

五所川原ゆか
りの文学者の
作品上尋。五所
川原在住、出
身者の歌集、 
詩集展 

7 月 4 日 
~12日

図書館 
本のリサイク
ルもあります。 

夜間照明 
7月 3 日 

~6日 

開 	会 	式 10:00 

鼓艦i醐な砧 11:00 

郷土芸能 
獅子舞と登山嚇し（漆川） 13:00 

子供声よし大会 io:oo---ii :30 

牛の体重当てクイズ 
Q
J
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牛鍋サービス 
（先着500名様） 

11:30~ 11:30- 

（
毘
沙
門
広
域
新
農
業

セ
ン
タ
I
 
)
 

第
1
書
場
 

●
 

◇
五
所

川
原
市
内

よ
り
車
で

2
0分
 

公
 

相
 

◆
津
軽
鉄
道
を
利

用
さ
れ

た
と
き
 

里
 

毘
沙

門
駅
下
車
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徒
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7
分
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（
菊
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運
動
公
園
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レ問い合わせ 

12詳或新農業センター 胃37-3841 

第3回ごしょがわら牧場●花菖蒲せせらぎまつり ●
 

水をいっぱい含んで咲く、 藍、 紫、 白、 うす紅の

三万本の花菖蒲。 

その向こうに続く丘の牧場には、もラ～君達がのん

びりと一。 ' 

心
配
ご
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に
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ま
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う
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が
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パ
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釜
泡
教
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長
は
、
「健
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に
し
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長
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、
で
す
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。
ど
う
か
気
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を
若
返
ら
せ
、
楽
し
く
学
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を
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と
、
あ
い
さ
つ
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受
講
生
代
表
の
、
石
岡
ふ
き

江
さ
ん

（
市内
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里
、
野
岸
）
 

は
、
「今
日
よ
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は
明
日
を
め
ざ
 

し
、
仲
間
と
の
出
会
い
を
大
事

に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、
力
強

い
宣
誓
を
し
ま
t
た
。
 

そ
の
後
、
八
木
沢
謙
一
先
生

の
、
第
一
回
目
の
講
座
、
 
「人

生
は
明
る
く
、
楽
し
く
、
若
々

し
く
」
と
、
元
気
の
出
る
い
い

お
話
に
、
受
講
生
達
は
、
感
動

し
、
身
を
の
り
出
し
、
楽
し
く

も
、
熱
い
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
第

一
回
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
 

（
講座
は
、
月
一
回
、
 一
年
に

十
回
の
予
定
で
す
）
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健
康
・
教
養
・
仲
穏
づ
く
り

H
第
二
十
回
北
辰
大
学
開
講
式

1

北
反
大
学
は
、
高
齢
者
の
学

押
の
州
場
で
す
。

六
月
十
円
、
楽
し
く
学
ぼ
う
、

学
び
た
い
、
と
、
受
講
を
希
望

し
た
入
、

二
百
五
十
人
の
、
北

反
ト
入
学
問
諸
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
(
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が

K
性

で
す
。)

釜
山
也
教
育
長
は
、
「
健
康
に
し

て
長
寿
、
で
す
ネ
。
ど
う
か
気

持
を
若
返
ら
せ
、
楽
し
く
学
期
円

を
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

受
講
生
代
表
の
、
石
岡
ふ
き

江
さ
ん
(
市
内
野
里
、
野
岸
)

は
、
「
今
日
よ
り
は
明
円
を
め
ざ

し
、
仲
間
と
の
山
会
い
を
大
事

に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、
力
強

い
…
行
-
誓
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
木
沢
謙

一
先
生

の
、
第

一
一
川
口
の
講
座
、
「
人

生
は
明
る
く
、
楽
し
く
、
若
々

し
く
」
と
、
元
気
の
山
る
い
い

お
話
に
、
受
講
生
達
は
、
感
動

し
、
身
を
の
り
出
し
、
楽
し
く

も
、
熱
い
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
第

一
川
討
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。

(
講
座
は
、
月

一
向、

十
回
の
予
定
で
す
)

年ー石岡ふき江さん

こ、しょがわら牧場・花菖蒲せせらぎまつり

噛
第3回
水をいっぱい含んで咲く、

三万本の花菖蒲。

その向こうに続く丘の牧場には、喝さ5匂君達がのん
びりと一。

うす紅の白、紫藍、

般
務
1 
重量〈
喝毘
;;' 
門. .広

理五 It 
軽所鮪
毘鉄川 護
法道原 案

門を市 セ
駅利内 ン
下周よ タ

高値さ り l 
(れ車 ) 

徒たで
空と 20

u子 7曹分
骨

b問い合わせ

広域新農業センタ一 宮373841 

-カメ ラ今 11二股

イi)r /'(，';: -工E厄ri
千干のカメラコ
レクション

7)J 1 11 
~1911 

歴史民侠資
事十釘{

・五月斤)IIIJ;¥ 
文γ:i放8主
_ji.所)IIIJ;(ゆか
りの文学布一の
イ乍品j張。 fi:砂7
)11μjtィイEイ上、 11¥ 
身者「の歌集、
J、子集J]l品
7 )J 4 11 

~1 211 

l当I.'Hin
本のリサイク
ノレもあります

干支IIU!!WYJ
7)J 3 11 

~61 1 

第2会場(菊ヶIi:運動公凶)第1会場(五所川原市広域新農業
センヲ一、五所川原市営毘沙問牧場)

7月411 (上)1 7月5日(日) 7月5口(日)

10:00~11:30 

13 00〆切
15:00発表

13:00~15:00 

10:00 

11:00 

13 00 

式

イベント案内

開会

鼓azP31tmiEl
恕~jニエE古巨
獅子舞と登山嘱し(漆JII)

子供声よし大会

牛の体重当てクイズ

民謡公演(滝栄会)

14:00 親チモ伝探し大会

10:00(1阿目)
13:00(2回目)

10 ∞~15 00 

11 :30~ 11:30~ 

て野

牛鍋サービス
(先着500名機)

金魚すくいどり

立

12 
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前
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1
午
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権
擁
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所

毎
週
金
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日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

ω行
政
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談
委
員
相
談
所

毎
週
木
曜
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午
前
十
時
1
午
後
三
時
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年
相
談
セ
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ー

毎
日

宮
三
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二
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四
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費
生
活
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情
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談
、
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嘱
二
名
中
三
デ
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三
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午
後
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